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サ
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濟
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を
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あ
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又
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ゐ
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か
、
る
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經
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結
末
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つ
け
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來
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で
あ
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經
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.
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嫌
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。
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-«:
會
人
が
家
族
的
感
愦
や
愛
，の
感
惝
に
打
勝
■.つ
た
の
だ
€
評
し
て 

ゐ

る

f

あ
らS

あ
れ
、
ッ

グ

ノ

ト

ン
は
離
姬
の
常
時
泪
を
た
め
て
離
緣
狀
蟇
名
し
た
。H

u
b
b
a
r
d

を
し
て
云 

は

し

む

れ

ば

此

のi

版
は
一
愛
、と
-
&
を

、

ハf

分
別
ど
-の
た
.‘め
に
永
久
に
條
牲
に
す
る」

V
J

云
ふg
：

學
者
の
全
生
連

を
說
明
す
？

の
で
5

た
。
9

.

V

;シ
モV

は
離
®

S

し
て
'、彼
の

雷

一

捣

法

S

金
を
續
け
た
い
S

望 

し
た
が
、
彼
女
は
こ
れ
畜
絕
し
て
、
.自
分
の
生
活
は
0
分
S

い
5

.

1
答
へ
2

云
‘は
れ
、
乂
、
乙
f

反 

i

R
ず

_つ
ぐ」

後

にB
a
u
i
:

夫
秦.C

サ
ン
。
シ
モ
ン
、
夫
人
は
後
^

R
1
U
1
'

夫
人
マ」

‘な
つ

て
、
小
1

$

_ど
こ
よ
つ
G 

ギ

名

に

な

，
つ
：
た

ど

傅

免

ら

れ

て

る

)

が
、贫
窮
時
代
の
ナ
ン

•
シ

モ

ン
を
救
a
.た
い
、、

」
小
出
た
が
、
ナ
ン
•
シ
モ
ン
は
.之

れ
を
斥
け
た
s 

d

i
 

CTEi&SHal’.
k
i
o
-

て
云
は
れ
て
ゐ
る
。
然
し
彼
の
®
が

3
W
I夫

入

つ

だ

#
“
つ 

V
そ
も
、
又
.秫
々
な
臟
說
^
.我
々
は
出
會
す
'る
.の
で
あ
つ
て
..、
或
人
は
、
サ
ゾ
•
シ
モ
ン
は
-
シ
ャ
ン
，
ダ
ラ
ゾ
«

こ 

VJ. つ
て
. ：：：

分
を
一
介
の
父
親
^
す
ぎ
ぬ
.こ
|

許
容
し
.

|
云

ひ

，
、
他

の

人

は

：

彼

は

.息
子
を
#
る
た
め
^

：分
‘の
. 

_
.を
苻
名
な
數
學
者
^
任
せ
だ
、
然
じ
、
生
れ
：た
字
供
は
■
待
れ
.反
し
て
中
位
.，の
も
の
、で
あ
.つ
た
,
沄
つ
て
ゐ
る
。

(

1
.
6 
A
も
か
く
.
马
f
は
分
R
人
_間
か
ふ
»
れ
る
®
?:
*
ん
で
ゐ
る
。
?'
ゾ
•
シ
モ
ン
夫
赛
も
此
の
悲
み
を
映
ひ
な 

力
-
>
b
.
八
〇
.ニ
卬
六
;•
]
.
.一.一
 
ナ
四
日
法
#

K
從
ひ
、
双
方
•合
意
の
下
k

K
ff
i
の
手
續
を
完
了
し
た
の
で
あ
る
。

サ
ン

•
シ
モ
ン
は
、
か
く
て
シ
ャ
ゾ

•
ダ
•ラ
ン
娘
ど
の
約
十
ヶ
月
调
の

.短
い
結
婚
生
活
が
終
る

.や
西
や
庳
ら

 ̂

c
o
p
p
e
t

k
赴
い
て
、
其
苹
の
五
乃
に
夫
を
失
つ
た
ば
か
众
の
ス
タ
ー
ル
夫
人
を
訪

I.
H
Jし
た
。此
の
訪
則
が
離
婚
後

M
- 

ィ
.
R行
は
れ
て
ゐ
る
哿

^
よ
つ
-て
，
.前
述
せ
し
勿
く
、
11
1
人
は
サ
ィ
ン

.#
シ
モ
ゾ
€

ス
タ
ー
.ル
.夫
.人y

j

の

^
こ

可
.等
か

D 

密
接
な
る
交
渉
を
想
定
し
て
、

を

.
乙̂

/

彼
の
離
婚
理

rt
l
を
求
め
、见

k
、
之

^
さ
戈
ぐ
の
臆
說
を
加
へ
て
ゐ
る
。
 

-I
L
人
は
こ
め
訪
問

^
際
し
て
、
'̂
ゾ
•
シ
モ
.ゾ
，か
ス
タ
ー
ル
夫
人

^
1
;ム
ひ
そ
ぅ
な
言
葉

5:
.彼
.
云̂
は
せ
て
ゐ
る

,0
0 

く「

夫
人
よ
、
•あ
な
た
は
私
が
最
も
非
凡
な
见
で
あ
る
様

^
仳
界
中
で
最
も
非
凡
な
女
で
あ
る
。
二
人
の
問
か
ら
、戈 

々
は
よ
^
:
一 

層

非

凡

な

子

供

を

產

む

こ

，ビ
は
.疑
，ひ
.な
い
だ
ら
ぅ

」

、己
。
又
、
‘
一

八

九

ニ

苹

八

乃

の

T
e
m
p
、

k 

よ
れ
-ば
ッ
ン

•
シ
.モ
ン
.は
結

'»
の
夜
を

..輕
氣
球
の
上

.で
過
さ

.ぅ
ど
.中
出

/2
7」

.云

.ひ
、Benoit. 

M
a
i
o
-1
3

k
至
つ
.て
は 

著(Histoirnde: so,cialisme)

R
於S

て
、
此
の
閨
秀
！VJ

ブ
ゾ
•
_シ
モ
.X 

.上
は,1

人
の
^
免
.を
®
げ
た
.け
れ
ざ
も
、
 

タ
論

.
ラ
ン

•
シ
モ
ン
の
空
想
釔
恶
切
つ
て

「

極
く
非
凡
で
は
な

.い」

兒
で
あ
つ
た
ビ
述
べ
て
ゐ
る
位
で
あ
る
。

.

然

'L
、
 

他

方

M
i
c
h
a

.a

.
Rよ
れ
.ば
ス
，
タ
ー
ル
夫
人
は
と
の
提
議
を
只
微
笑
を
以
つ
て
迎
へ
た
丈
だ
ヾ

」

云

ふ
乙

€

で

あ

る

。
可

第
一
一
i
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C

A

H
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デ
ム
..ネ
ー
ダ
住
民
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翰」

に
-現
れ
た
.る
'サ
ソ
*
;
>モ.
ン
の
思
.想 

绾
六
成 

一
一
‘
*

j

W
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知
.二 

i
i想

(

八
-
;5:
-
;

)

'

「
一

デ
a：
氺

、ヴ
'他
.民
0'
#
錄
じ
|;
現
れ
：た
§'
サ
ゾ
*
ソ
乇
_ン
の
磁
想 

浓
T
4 

一
二
、
•

れ
k*
じ
て
も
臌
說
は
常
に
ぐ
れ
を
確
認
す
ベ
^
何
等
の
！
|
據
*
撖
だ
次
い
も
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
f

は

，
今
、
.，
 

4

>
る
?*
|1
'の
眞
^
究
明
ば
弈
控
べ
tL
も
.つ
V
J
m
M
な
#

®

^

Jg£”

ら
ね
ば
な
ら
g

o
ミi

K

ふ
の
は
y

ゾ
•
シ
モ
ン
。、 

C
c
p
p
e
t

R
旅
行
し
，た
：

V
J

云
ぶ
事
^
は
他
^
充
分
な
观
咁
を
見
出
す
^
が
容
门
勿
で
あ
る
か
ち
で
あ
る
。

丨 

.

.
夺
れ
は
、

ス
タ
I

ル
'
*人
'の
m心
*
で
あ
ざ
‘-，0Le

r
o
y
.

は
次
；の
如
く
，去
づ
て
ゐ
.る
0
-
»似
せ
.る
尥
®
、
ニ

.人

ょ

：
ニ
，\

 

ヒ
も
■づ
ノ
-
-1
1
;
^
,
•

の
'
ロ
ン
ガ
ら
^
改
却
者
逸
の
集
&

*
.̂
>•出
て
‘ゐ
る
。
心
洲
の
«i
(a
、，
サ
ン
参
シ
モ
ン
乃
/で
く
、

ス 

タ
ー
,
ナ
人
は
31
贫

^

0
い
.て
^
1
な̂
.る
#
紫
を
有
し
.て
ゐ
る
、
彼
女
は
永
久
の
運
動
を
愛
し
て
ゐ
る
。
皮
女
の
呼 

奇
心
は
济
烈
で
あ
：つ

た

-
4し
て
、
乂
サ
-ン
•
シ
-モ
ン
V
JfM
J

s
(c
.、
彼
女
は
#
く
會
諸
態
で
-書
-い
-た
。
其」

4
も
^C- 

も
の
は
m猫
の
舶
似
で
f

.
。
.サ
ン
.

S
ィ
の
如
く
、
ム
、タ
.上

夫

人

は

贺

學

零

t

,

。

c
a
b
l

は
夫
人
の
女 

人
で
あ
A

夫
人
_は
人
财
め
^
成

.2
:
'
#じ
.て
&
冷
。
’彼
女
ば
背
半
_の
心
を
浪
®
的
な
.キ
リ
ス
ト
敎
，̂
辕
•さ
、
す
c

^

f

グ

ィ

i

•リ
ア
ン
a-
搭
歡
^

^
誘
入
れ
る
#
な
氣
致
で
な
か
.つ
た
。
.

.

.
進
步
V
J倩
ず
る
：

vj

云
，ふ
こ、/J 
^

被
等
を
I

す
る
S

S

O
た
.、
而
し
て
、
こ
の
而
S

は
サ‘W

V
,

モ
f

.

oて
突
然
，coppet 

k
赴
か
-し
t

 

非
福
.の
1«>
密
が
與
'へ：
>
b
,れて
.ゐ
：
た

：
の

，
で

..あ

ら

，
プ

VJC ®

ド

.ス
-タ
ーV

夫
人
は
、
こ
れ
を
I

I

空

I

f

s
,
へ

ば
『

ネ

ッ

ヵ

ー

夫

人

の

娘

ア

_
‘ン|

ル

ィ

後

ス

、
ノ
メ
|

ル 

夫

人
£

て

、
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f

る
-
婦

人

化

，し
.て

、
-ナ

。ホ-レ
ォ
.ン
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2
にM

;

敵
’國
J

せ

し
§
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t 

の
，才
|

£

か
«

、

丨

失

人

の

た
S

は
.綿

上

花I

d

 

S
ふ

べ

く

、
共I

.
の
'

I
•の
&

 

W 

か

し
S

M
 

V

I
府

^

^
ん」

炙

3

8
常

時

夹

人

，は
t
e
k初

期

の

作

で

あ

る

、、

Lettres-gr J.:J

ぃ
R
O_

§

の

,
6§
l
6
r
6
e

 

d
a
s

 

SOS 

J-apports 

p
<
o
o 

les institutions 

s
o
a
p
:
? 
1
00
0
0
.を
公

刊

し

て

汧

り

た

。

そ

し

て

.-
-
•
八

フ

ニ
 

非
、
則
ち
.サ
V
iシ
モ
ッ
の
訪

即

し

た

ハ

小
^
は
、
女
猶
論
の
•法
典
-
S
も
云
ふ
べ
ぎ
、
感
愦
高
潮
せ
る
著
作

.

Delphine 

を
著
し
て
，时
，つ
な
。
夫
人
は
彼
女
の
所
别「

私
の
.著

作

に

，
は

ボ

.
ナ

パ

ル
ト

R
lf
f
lし
て
ば
一
言
も
肯
.及
し
な
か
.つ
た
。
而 

も
、
•そA

;
k
,

は
最
も
&
ff
l
t !
^;
-感
情
が
力
，强
く
.說
切r

r

れ
て
■■辱

」

：V
J信

じ

-
て®
る
前

記

:
orD
,
.
p
l
s-
e

m

R
 

於

v>
て
、
4
I-
I
代
，3C
學
優
れ
6
•や
班
代
文
學
俊
れ
-か
ぞ
の
戦
し
い
問
題
を
解
説
す
る
化
常
づ
’て
、
8

H

S

 

侵
々
，乎
た
る
進
#
發
達
を

or
l
l
gし
.、
毳
十
八
仳
紀
め
精
神
を
以
つ
て
、
_

の
«
越
を
斷
«
し
て
ゐ
.る
。
而
じ
て 

人
性
の
.無
限
S

成
能
力
を
‘奮

し

て

-を
の
時
代
，の
女
化
的
必
然
の
.趨
s

*

«
し
、
S

-の
如
さ
大
膽
雰
以
つ 

て

r
ll
i
代
の
.卸
來
V
J
_
豫
言
ぜ
A
,
V
J
し
て
：

q

る
の
で
^
る
。
彼
女
§:取
.命
を
呼
ぶ
^

»
猶
な
る
^
§
釔
以
つ
て
し
た
が
、：
 

水
命

^
ょ
、る
大
|

'

"̂|
の
成
功
に
は
感
激
し
‘て
§

た
。
然

し

、
、

同

，時
’k班
命
が
殘
し
た
_
f
-ノ改
、管

云

ふ

处

設 

方
而
^
於
け
る
«:
龠
1

‘の
深
く
苦
惱
を
見
；逃
さ
忒
か
づ
た
。
彼
女
ば

，
コ

ム

ド

ル

-

セ
.丨

の

考

へ

た
«
(c
、
比
f
を
指 

，導
す
べ
き
も
の
を
歷
史
k
求
め
、
见
を
遠
く
屮
讹
の
昔
^
走
ら
せ
て
、
»

#
的
利
-银
の
あ
く
甘
で
調
和
し
た
時
代
を 

翹
紫
し
た
。
日
く「

若
し
幸
福
^
も
、
我
々
が
北
方
民
族
侵
入
の
時
^
於
け
る
如
く
、
‘ 

§
3學

體
系
、善
に
對
す
る
熱
誠 

A
力

R
じ
‘て
公
平
な
る
立
设
を
見
出
す
ど
ず
る
，

な
ら
ば
、

過
丧
の•

キ
リ
ス
ト
敎
の
-場
合
，ビ
；同
^
に
、
^
命
の
；1!
#

* 

ビ
-戰
負
者
ぐ
J
V
J姑
合
，-
3ぅ
る
见
想
^
.於
い
て
乙
そ」

ビ
。
乙
の
番
、
乙
の
忍
想
を
ょ
ん
-だ
サ
ソ
•
シ
モ
\
の
.胸
^
'ば
.、恐 

ら
ぐ
、

ス
タ
r
ル
夫
人
‘の
«
ベ
て
ゐ.
る
.も
の
は
俗
世
^
益
る
钱
學
-で
あ
る
。

»
if
iL«
R
な
つ
た
革
命
殘
‘存
，者
の
幾
人 

か
は
‘農
を
.恐
れ
；る
あ
ま
6
ヵ
ソ
リ
ッ
-夂
敎
の
信
仰
を
も
つ
た
’王
を
求
め
.て
ゐ
6'
0
余
は

^
れ
-
k紺
み
ぜ
ぬ
。
‘恐
ら
，x 

ス
タ
丨
'ル
夫
人
i
小
.的
章
で
•あ
ら
ぅ
'0
！IT

科
全
.書
學
者
の
11
1心
想
を
新
時
代
の
：爲
に
|

7
、
行
：a
iL
,つ
*
步
.せ
し
め
ね

.
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二
十
ニ
泡C

八
H

S「

一
ご
ホ
’
-
•ゥI

の
腐」

に
现
れ
'た
‘る
サ
ゾ
シ
3

9

1
、

び
六
號
.

二
八
.
-

ば
な
ら

g
.
。

*

.

A

0

^

^

^

^

0

.

.

^

^

.

n

5

o
 

夫
人
が
こ 

の
尊
の
成
功
k

つ
S
.
W
「

一
八
0

0

布
の
春
の
頃
.

、k
私
は
文
學
；^

關
ず
ふ
著
作
基
行
し
た
、
此
の
著
の
球
た
说
功
は 

全
く
a

會
k

於
け
る
私
の
信
用
を
取
馬
し
た
。
、私
の
サ
n
 

>
v
§

w
s

人
が
つ
め
.

か
け
た」

(

s

'

o

 

V」

語
つ
て
ぬ
る 

力
.

ず
^

の
女
き
^

セ
^

馳
ら
れ
た
づ
ン
ァ
ゾ
モ
ン
も
恐
ら
く
此
の
中
の
ー
、人
に
數
え
ら
る
べ
き
で
あ
つ
た
0

辦
も
、
 

夫
人
向
ら
街
&

し
.

て
ゐ
る
如
く
彼
.

女
^

.

ご
つ
て
，何
ょ
6

も
而
&

い
.

も
の
で
あ
_

つ
た
巴
]0
:

の

？

諸

柄

ど

す

る

訪

|/
!
|
农
 

の
：
多>

り
で
乂
ッ
ゾ
'

シ
.

モ
ゾ
が
颇
る
種
を
興
^

し
た
訪
|/
1

1

客
の
ー
人
で
あ
つ
た
事
は
之
れ
を
推
婼
す
る
こ
廉
く
な 

ぃ
。

，
.

：

.

_ 
:

:

.も
ぅ一

つ
の
同
葸
劁
は
‘夬
入
の
ナ
‘。ホ
：レ
‘ォ
レ
觀
に
存
し
'た
>己
.云
ふ
事
が
出
來
る
.
.で
あ
ら
ぅ
0
.夫
，人
に
從
へ
ば
ナ
。ホ 

才
ン
は
H

步
の
大
的
'で
.あ

，
つ

た

，
。

'
w
.
、in
く

ボ

ナ

パ

て

'の
政
治
‘の
特
長
を
な
す
も
、の
、
.を
は
、
人
M
の
あ 

ら
ゆ
る
知S

的
常
S

す
る
.根
.深s

輕
侮
で
あ
る
。
即
ち
眞
现
、
糈
.神
的
權
威
、
宗
敎
、
熱
誠
.，
こ

れ

恭

、
彼
の
. 

W

R
は

彼

.
A
诏
J-
T
Jせ
.る
.言
葉
^
、
私
が
.、
己
、
へ
使
用
す
.る
な
ら
»:『

大
陸
の
.永
久
の
敵』

_で
あ
る
0
.

、

彼
'ば
人
類
を
暴
力
k
又

、

‘
•詐

術
k
朋
服
せ
し
め
ん
,
4

し
な
。
.
.
又
す
ベ
て
向
己
以
外
の
.も
の

を

、

無
I

f

の 

暗
.f

f
の

品

ば

，ん
？
欲
し
た
。
英

國

民

は

特

装

を

激

f

し
め
，た
.。
何
故
が
な
れ
H

は
i

レ
オ 

ン
が
以
つ
て
、
•な
す
k
.不
可
能
.で
'あ
_

|
し
た
物
、
.
.
即
ち
、
屋

S

つ
...て

成

？

ぅ

る

の

所

以

V

L

.

5た
か
ら 

で
あ
_る

犯

界

货

け

る

，こ
の
光
明
は
彼
の
，‘登
.位
の
.即
口
か
ら
彼
の
■眼
障
に
な
つ
た
。
而
も
®
己
の
卬
共
を
以
.つ
下 

し
て
も
4

°1
を
畨
す
る
.こV

J

の
出
.來
な
か
つ
た
彼
は
，あ
ら
ゆ
を「

詭

辯

云

ふ

»
ぃ
を
荚
國
に
尚
つ
て
放
つ
矶

を

止

め

力
、

る
暴
財
に
は
掛
山
は
無
價
値
無
存
在
物
で
あ
る
。
亩
山
の
友
/2
る
人
々
こ
そ
、
«
ょ
-
珞̂

彼

の<)
:
-
.
ろ

乙

ば

ざ
 

る
も
，の
.で
あ
つ
た
。
何
故
が
な
れ
.ば
彼
等
は
少
數
な
が
ら
輿
論
の
製
作
者
で
あ
つ
た
か
6
で
あ
る
。

彼
が
人
に
、
し
か
も
私
の
友
人
に
、‘
話
し
た
.乙
.ビ
に
ょ
くM

.

を
ぐ」

め
て
聞
き
給
.へ
。
日
.く「

フ

ラ

.
ゾ

ス

國

段

の

幻

想
 

を
槌
へ
る
た
.め
^
は
三
ヶ
.月
'

一̂
度
'何
事
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

フ
ラ
\
ス
國
_民
に
>
/

」

つ
て
は
、
進
股
し
な
.い
.も 

の
は
何
^
て
あ
れ
失
は
れ
る
し
苳
。
こ
れ
乙
仑
我
が
。ホ
ナ
パ
火
ト
の
全
||
1心
想
の
耍
約
で
あ
る
、、

」

信
ず
ど
。(
註
一
ニ)

夫 

人
の
言
や
痛
烈
で
あ
る
。
夫
人
の
K

k
映
じ
た
.ナ
.。ホ
レ
ォ
ン
は
國
民
を
玩
具
覦
す
る
，ネ
の
.、
眞
现
を
永
久
^
破
壊
す 

る
も
の
で
あ
つ
た
ノ
私
は
’、
乙

のS
.

か
ら
し
て
も
又
、.サ
シ
•
シ
モ
.ン
ビ
夬
人
ぐ」

の
.問
に 

一
0

の
相
®
ず
る
何
漭
か
抱 

言
ず
れ
ば
、
ひ
を
や
か
な
共
同
戰
線
の
敷
設
が
あ
つ
た
事
ど
思
.ふ
。 

..

•
か
く
の
如
く
见
想
的
^
相
似
/2
.ニ
入
が
相
會
つ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
、
サ
ズ
。
シ
モ
^
は

、
乙

の

，
訪lf
,
l
.
]
k
於
い
て
無 

聊
を
.威
，.じ
は
.し
な
か
.つ
た
。
夬
人
は
彼
ど
談
話
す
る
”事
を
甚
だ
ょ
ろ
こ
ん
だ
ヒs

ふ
の
は
あ
6

#
5.
辦
で
あ
る
。
前

' 

言
.せ
：し
如
く 

Benoit 

M
a
l
o
h

が
集
め
た
僦
說
R

X
る
£
、
こ
の
夬
人
以
彼
.k 1
對
す
る
好
愈
は
、

ベ
.ン
ジ
ャ
ミ
ン
•
コ 

ン
ス
.タ
’ン
が
居
つ
た
^
も
拘
ら
ず
、
' ニ
人
の
.間
^
子
を
設
け
た
程
立
入
.づ
た
ビ
迄
沄
は
れ
.て
.：ゐ
.る
0
然
し
、
偶
然
、丨 

求
婚
が
サ
.
r

vモ
ン
の
展
が
ら
洩
れ
た
忆
し
ろ
、
又
m
.な
$

0

交
.は
3
れ

だ

し

ろ

.、
何
れ
祀
し
て
i
_其
終
屈 

は
明
_
す
ぎ
，る
.程
明
白
_で
あ
づ
.年
。，w

e
.
m

R
ょ
れ
ば
，co

p
p
e
r
:

の
女
主
人
は
彼
ビ
の
結
游
を
拒
絕
し
た
。
，そ
し
て
、 

ナ
ン
•
シ
モ
.ゾ
の
所
|
1彼
の
恐
商
の
出
來
心
な
る
も
の
は
微
座
に
.粉
碎
^
れ
て
了
つ
た
。
サ
レ
•
シ
モ
ゾ
‘は
乘
入
'
(1
別
：
 

れ
て
以
來
W
び
彼
女
V
J
Mふ
®
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

.
• 

'

.
V

失
望
し
た
.

サ

V
.

シ
，
モ
ン
‘
.は
デ
_

ユ-
ネ—

グ
^

赴
^

て
數
週
.

問
を
そ
.

こ
-̂
«

し
た
0

-

-:&

の
へ
地̂

於
け
.

る
少
ン
•
シ
モ
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翰
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^
塊
れ
，.た
•ろ
f V,

シ
モ
ゾ
め
•思
想 

热
六M

-.
»
-*
〇 

は
，.
豫
上
^
ナ
ナ
人
ヵ
ら
)1
;
,カ
.を
'̂
&

$
れ

た

の

'
で

只

 

一
A

ic
:
-彼
^
最

初

の

著

作

で.»
る
、r
aq-
e

d'une -habitant:

de 

€'§
'
かve i 5

e
s
.
.
c
l
t
e
l
p
r
l
t
s
:

を
#
い
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
著
がR

o
d
r
i
g
u
e
s

の
云
ふ
如
ぐ「

ス
タ 

-丨
ル
*
人
の
赞
を
郝
ん
が
介
め
，̂
著
述
さ
れ
た
.ビ
池
.像
ず
‘
.る
‘
雄
も
、
亦
ム
ッ
ク
ル
の
榇
R
1る
の
尊
敬
ず
ベ
合
女
性 

り
の
間
.情
を
.ぅ
る
を
茵
的
/
/

」

し
た
小
著
で
あ
6
:

」

ど
.觀

'5
こ
ビ
も
出
來
‘る
が
、
要
之
、j

八
.〇
.ニ
牟
^
出
た「

一
デ
ュ
ネ 

丨
ゥ
tt
K
(7
v
rf
»J

の

■&
成
ゼ
5:
ふ
弗
は
ッ
ン
•，シ
モ
ン
の
求
«
時
代
に
&

つ
た 

一
W
件
ビ
し
^
傳
記
編
者
^
d

つ
セ 

m
大
な
二
M
素
で
*
^
0
^
ぐ

」

見
る
^
止
め
名
程
度
の
も
の
で
あ
ら
ぅ
。0

^
弓
何
ん
^」

.部
れ
ば
、
乙
の
著
^
>
R愛
り
！！：：̂

•
 

を
*
じ
._て
促
つ
た
奚
ふ
說

.は
、前

述

せ

，じ

種

々

|

、興

說

ど

同

樣

に
_何

繁

纖

が‘あ

ウ

て

讀

認

さ

れ

て

ゐ

.る

の

で

は

， 

S
 
.

.°

Uか

め

み*.
ら
ず
、
夺
.の
皮
.證
ど
.見
る
..べ
&
;v
t
が
：*
し
て
ゐ
.る
？
7ぐ
れ
は
.こ
め
著
の
騰
本
はc

o
n
p
e
t

 

•の
..

女
主
人
の
»
で
.あ
る
.览
一
統
饭
の
釣
へ
、
手
紙
*じ

l
rf
f
-
c
k
、
サ
ン

•
シ
モ
ン
R.
•ょ
つ
て
送
ら
れ
て
ゐ
る
V

」

5V
ふ
-̂
e

•あ
る
6 

. 

.. 

•-

... .. 
. , 

‘ 

• 

•

仞
し
_サ
ゾ
*
シ
=v
i

•̂{
4
勝
本
の
外
、に
:̂
取
械
ま
でAgasse

な
.る
も
の
に
ょ
つ
て
ボ
ナ
パ
ル
ト
の
許
；2
送
-ら
ぅ
-
>>-
.し
，た
が
、
^
命
朥
卜
ニ
*卜
の
^

/

.

七
ノ 

A
g
a
s
s
e

に
そ
の
返
巡
を
來
め
-て
ゐ
る
^-
n
i-
c

w
く「

余
は
^

速
，に
人
の
.注
；

n

を
#

や
ぅw

 

|
;
4ふ
余
の
||
!
-进
を
放
避
す
る
：
：
余
は
-そ
.れ 

,

,

に
作
ふ
^
-こ
ろ
の
.槪
說
の
：̂
ai
>
/c
^ '
^
L
^
5
J
V
J
C
W
e
i
I
l
,

.o
p

d

v

p

3

5

N

'

t

I

)

i

し
て
、彼
が
チ
ぶ
レ
ォ
，ゾ
R
對
u

v

t

t措
が
ざ
る—

が
如
^.

肯

說

は

屢

ノ

彼

の

滸

作

に

於

s

て
歼
人
の
||
1

ぉ
觸
れ 

る
所
で
あ
っ
て
華

S
例
へ
ば
、「

^
十
九
讪
紀
科
學
的
硏
究
序
論」

の

至

恶

绝

一

十

.•ニ
苺
，

「

榮
光
の
寺
院
J
k於
け 

る
、

「

か

、
る
{于
泔
的
ー
土_
は

決

し

て11
]
:襲

さ

れ

な

い

。

、此

：土

阔

は

遊

挞

の

.全
生
涯
屮
A1

度
し
か
亦
在
し
な
い
で
あ

.

ら
V
つ
。
而
じ
て
:1
(

ハ
逍
炫
る
べ
さ
人
ば『

ナ
ポ
レ
ォ
レ』

で
ぁ
る
？
_
人
觀
は
法
律
1

與

，へ-
る
'た

め
纪
は

J

切
の
權
力
が
彼

の
掌
中
-

k
統

〗

.
さ
れ
て
ゐ
る
’
乙V

J

が
必
®

で
あ
る」

V
J

 

s

ふ
被
の
言
葉
を
、
ょ
め
ば
被
が
ナ
.ホ
.
.レ.
.才
ゾ
k

對
しV

少
か 

ら
ぬ
®

仰
心
を
抱S

•
て
居
つ
た
事
は
疑
は
れ
なS

。

然
し
、
又
、

こ
れ
ビ
反
對
R

、
反
ボ
ナ
パ
リ
ス
ト
的
の
言
說
も 

發
見
す
る
^

雛
く
な
‘
い
.の
で
あ
る
。
我
々
が
了
解
に
进
む
の
ば
こ
の
»

で
&

る
。

此
叫
の
矛
尼
を
'解
刍
#
る
も
の
、は
恐
ら
く
サ
ン
。
シ
モ
ゾ
獨
6
の
み
で
あ
ら
う
。
故
^
£ま

0

如̂
叫
|

は
云
ふ「

細 

微
の
见
‘想
^
於
け
る
矛
®
、
ボ
ナ
パ
リ
ス
卜
？
共
和
主
義
者
？
帝
政
主
義
者
？
ナ
ボ
レ
ォ
ン
の
_
像
を
つ
く
る
た
め 

R Saint-Bernai:d

山
を
切
開
か
ね
ば
な
ら
ぬVJ 
一

K

ひ
又
ボ
ナ
パ
ル
ト
を
狂
暴
な
る
做
人
ビ
し
て
収
极
は
ね
ば
な
ら 

ぬ
ヾ
し
沄
ウ
た
¥
を

|1
|心
合
は
せ
ば
被
が
何
れ
で
あ
つ
た
か
を
.云
ふ
乙

VJ

V
J諸
恶
は
知
ら
ぬ
.で
あ
ら
う
云々

」
VJC

独I 

$
 

然
し
、
彼
の
全
见
想
が
ら
推
测
す
る
事
が
許
^
れ
る
な
ら
ば
ノ
サ
ゾ
•
シ
モ
ゾ
の
沄
ふ「

ナ
。
ホ

レ
ォ
ゾ
し
は
現
世
の
ナ
ポ 

レ
ォ
ン
.
(£
云
ふ
:̂
-ク
、
«
ろ
、、
魂
世
の
チ
-
.。ホ
レ
ォ
ゾ
を
神
め
-祭
壇
に
上
せ
た7

P

の
、
換
言
す
れ
ば
、
私
心
な
き
、
 

ら
の
功
名
心
’を
滿
延
せ
し
.め
ん
が
た
.め
，で

ば

な

S

科
學
的
媒
制
‘君
，主
.で
あ
る
ビ

云
は
ね
'.ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
.武 

力
の
孤
制
対
主
ル
サ
ゾ
. 

'
ゾ
^
ゾ
の
'ょ
ろ
こ
ば
ざ
る
所
で
あ
-る
乙
.(£
は
云
ふ
迄
も
な
い
。
^
の
人
«
知
識
の
發
股
を
肌 

业
す
ー
る
敵
^-
へ
あ
る
^
見
ぃ
る
酿
比
^

^
ノ
す
V
#シ
モ
ン
、、

」

ス
タ
I
デ
夹ArrJ.

の
間
^
協
力
の
細
帶
が
發
見
さ
れ
た
け
れ 

r
%
.、
ザ
ン
、

シ
'モ
.ゾ
は
'.
1
‘方
£
於
、.て
.は
:-
'
ナ
ポ
レ
.才
.，ソ
を
料
肇
の
敵
ぜ
認)

め
'
他
方
^
.は
絲
丄
の
典
刑
十
¥
見
.る
、
ニ 

つ
.の
-立
圾
比
あ
ワ
た
の
で
.あ
名
”

.

——

 
：
’
 

• 

•

'

; 

‘

.

I
n.
 
<
c
n
li.1

八
〇
ニ#
の
碼
で
あ
6
、
此
時
サ
ン
0,
シ
モ
ン
は
耽
に
四+
才
を.
過
ぎ
て
圮
つ
た
0(

雙
六)

從 

.
つV

、

ラ
ブ
ォ
ゾ.
テ
’工
ギ
や
ダ
ゾ
1
ビ
等
し
く.
彼

.4
亦«
を
執
'る-
こ
ぐ>
の
#
^
遲)

い
人
で
あ
づ_
た
ぐ」

去
ふ
事
が
出
來 

る
'-
0,
'- 

■ 
■ 

' 
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第
六
號
.

1
'ニ 
ニ

、.彼
は
此
の
著
の
初
.め
に「

余
ば
最
..早
若
く
は
な
い
。
佘

は

'«
察
ど
反
将
、匕
を
11
1
ね
た」

ど
述
べ
て
ゐ
る
。
旅
行
家
か 

ら
共
士
、
兵
士
か
ら
投
機
人
共
の
次
^
は
、-
:無
機
體
冇
機
體
の
硏
究
^
沒
頭
し
て
，«
ん
で
學
者
の
特
忐
的
弟
子
ヾ」

な 

气

力

の

許

す

限

◊
最
も
進
步
分
る
.也
想
の
潮
流
'に
身
を
®
含

、.
且
づ
.大
«
命
.
.の
，
暴

風

雨

に

は
一

度
は
最大の，

不 

幸
に
ま
で
陷
入
つ
た
が
、
、ょ
ぐ
.眾
な
る
觀
察
者
た
.る
の
1
位
を
維
持
し
得
た
彼
が
、
か

、
る
信
念
の
下
^
こ
の
著
を 

*

#

め

相

炙

し

 

t
#

#.
月
.あ
.̂
^

た(

る
彼
の
”經
驗
ど
知
識
を
.ー
擧
に
し
て
.被
撅
.し
た
：も
の
が
之
の
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:0
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;
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.
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迎
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s
a
’i
p
t
-
s
i
m
o
n
'
O
D
.

 

c
i
t
.

 

i
r
t
r
o
;

 

X
I
V

丨X
V
.

.

.

和
蘭
の
革
命
を
終
始
共
の
地
に
於
-
s

.

t

自
¥

し
社
會
糾
織
の
诎
妞
を
明
0

に
す
る
’

雍

は
,«

の
生
迎
の
¥

業
で
あ
.る 

■<
1

考
.

へ‘
た
サ
>

,

r

v
-t

ン
は「

こ
の
因
的
を
，達
す
る
た
め
^

.

は
、
多
く
の
觀
察
を
し
な
け
れ
ば
な
.
.ち
ぬ」

V
J

決
心
.

し
た
：
o 

:

而
し
て
、
乙
の
決
心
乙
そ
«

の
四
+

布
餘
_

郎
の
長
い
生
涯
の
指
針
：で
あ
つ
た
。
..

;■
+
今
來
し
方
を
振
返
づ
て
見
て
感
激
甚
だ
深
い
も
の
が
.あ
.つ
た
，
ン

o
シ
モ
ン
は
恰
も
昔
の
彼
の
決
心
答
す
.る 

•が

如

く

し

み

ぐ 

<
し
た
»,
致
で「

佘
は
最
早
苦
ぐ
‘な
.い
。今

：：：

r
.'
i
で
.

S

ろ
-

^

«察
も
し
又
.反
将
も
經
て
來
た
.

」

ぐ

」 

述
：ベ
れ
。
..而
も
今
日
ま
で
.の
.：彼
が
か
、
る
努
力
.の
_
的
は
..何
ん
.で
あ
つ
'た
か「

諸
赴
の
，幸
福
が
余
り
硏
究
のn

n
的
で 

あ
つ
た」

ゼ
。
從
つ
て
、「

人
類
^
設
立
し
ぅ
る

<£
思
.ふ
計
«

i
ll
i心
ひ
つS,

た
サ
ン
•
シ
モ
ン
は
前
記
の
いV 」

靜
か
な 

述
懷
？̂
谷
：乙
^
^
^
.
.
俄
然
«
^
'奇
怪
な
.る

提

案

」
「

赏

^
.背
刺
的
*
提
案」

^
.し
\し
_ゐ
る
。&

一〕

川
ち
、片
文
も
ヵ
、

.
r
f '.’S

条
な

6
數
行
の
述
懐
め
い
た
-言
葉
を
か
く
や
否
や
、
サ
ジ
•
シ
モ
ン
信
筆
勢
を
豇
へ
て
直
ち
ド
：1
1
1
己
の
0
:的 

:?
:
:吐
^.
し V

.

ゐ
る
。

.

. 

, 

'

.「

二
.ユ
ー
卜
ゾ
の
藤
前
.で
寄
附
を
開
始
.せ
ょ
，.。
諸
君
ば
何
人
^
べ
無
筆
別
に
應
分
ー
の
‘金
额
^
寄
刚
せ
ょ
。’
各
^
附
者 

.堡
ニ
：爲
'凝
擧

者

碑

|
11 :
ー§

^

擧
_

忠

入.
の.
音
樂
象
を
桁
名
ぜ
ょ
，。
‘每
牟
寄
附
を
新
ら
‘し
く
行
ひ
、
同
：時.

指̂
名
を_

改̂
め
ょ
、
然
し
各
人
が
同
一
人
を
桁 

名
す
る
こ
(£-
は
何
等
制
眼
せ
ず
に
各
人
，の
，：！

11比
に
任
せ
^
。
 

，
パ

.
、

.
广
最
_

霞

_

_

|
虜

應

識

纖

1

;

_§
_

理

麗

！

^
^
^ ̂

”
デ

ド
ゾ
の
帝
室
協
龠
の
_
長
に
乞
ふ
て
今
苹
の
哿
附
金
を
管
现
せ
ょ
。
.次
卑
及
兆
れ
以
後
は
，最
も
多
火
の
铬
附
を
行
つ 

:
た
入
^
己
'の
名
#
あ
る
.職
務
'5
:
'負

は

せ

ょ

。

.

.

..，

..

.够
IT-
-十
二
卷

(

八
：s

o 
.

「

I
.
.
fテ
ネ
ー
グ
住
^

の
.辨
翰」

に’現
れ
た
.る
-サ
シ
’
*
"
.=&

ゾ
，
の
思
'
想

 

笫

ー

ハ

號r

一
七



第
'
1ー十
.ニ
卷:

CA'
S四

)
.
-
「
I

デ
子
■ネ
.丨
、ダ
住
辑
ぬ
.書
翰」

に
現
れ
.；た
.る
'
.サシ
'
?シ
节
ン
の
'思
喃
. 

靖
-x

號
；

S

A

諸
対
の
任
，命
し
/2
人
'々

^
へ
被
等

*>
諸
針
か
.ら
何
等
の
地
位
、
名
#

’
金
錢
を
受
け
な
1/
>
こ
ビ
を
奥
求
せ
よ
。
.然 

し
、
個
人
的
^
は

彼

等

を

放

任

、
し

て

m

m

R共
力
.を
使
-用
す
る
絕
對
的
な
人
格
た
ら
し
め
'よ
.

』
VJOCS'.D 

,
か
く
.ず
れ
.ば
天
才
は
魏
に
相
常
し
た
，.報
_
を
收
受
、す
厶
*
が
出
’來
る
9 

'
換
言
ず
れ
；«;
»
の
能
カ
に
.
«じ
て
報
ひ
ら
，
 

れ
る
*.VJ 

1

.

9

M

f

,

の
*

_
た

；
る

，
や

；
熱

：
烈

な

.る

.人
士
'の
野
心
の
0
的
ヾ」

f

、
然
ら
ざ
れ
ば
、.
人
類
の
平
# 

R 

ミ

つ
.て
#

#
な
る
方
而
R
fA
J
け 

>レ
れ
る
や
.も
知
れ
ぬ
^

の
努
カ
を
^

3
ぺ
引
つ
-对
る
魅
力
5:
有
す
る 

>も
，
の

で

、
あ

る
 

か
く
て
'贺
附
ど
. 一

K,

ふ
乙

の
，'

^

;よ
，a
.て
、
‘最
，後
^
諸
^
は
諸
^
の

文

，
、化

進
®
の
^
，
め
^
働
く
人
々
(̂
浅

^

*
-5
:
與 

へ
る
で
あ
ら
ぅ』

ミ
o
cel
-
:
.
H

) 

L
e
r
b
N

は
>こ
の
‘計
«

^
於
け
.る
-サ
ゾ

シ
.

e
.

ン
の
ぃ
典
意
を
逾」

切
^
&
.し
，て
日
く
.「比

#:. 

は
-现
«
し
.易s

-
o

を
己
^
は
‘ダ
ラ
ン
、
.
.
7 \

の
^
子
を
、
赀
族
及
有
閑
者
の
反
對
者
を
認
め
る
。'サ
ゾ

,
シ
モ
ン
は
政 

府
を
有
能
者
、
•科
學
#
及
：美
御
家
の
.
.手
^
置
’い
.て
ゐ
る
。.
.
*だ
遍

く

l
A
g
r
A
年
.の
S

、

非

常

^

大

夺

々

カ

を

待
 

9

H

I

•?
夺

る

肯

难

は.こ
.
'、
k
は

現

れ

，
て
，
ゐ

な

S,

が
、
そ
.の
姐
'想
は
..彼
，：
の.計
|
_ド
肷
込
.次
れ
て
f

」

ど
o 

£
ー

'5「

第
.

一

の

讲

翰」

，は

，風̂
如
会
_
.
^
#
樂
を
'我
.々
^
泠

か
-サ

て

.'
^
、
で
終
を
带
げ
て
ゐ
.る
\0
.
:

此
，.の
計
#

s

oVP
.て
友
^
if
!
稱
す」

る
彼
^
.v
r

シ
モ
ゾ

核
書
を
送
.
0て
こ
の
計
«

^
贊
成
じ
て
ゐ
る
.
0本
著
り
浓
ー
一 

部
分
を
'な
す「

友
の
返
.事
.

」

が
高
れ
で
あ
る
？
先
-づ
、日
ぐ
.

「

こ
の
忠
想
は
人
遒
的
で
‘あ

る

ヒ

兆

に

斬

新

で

あ

る

.。

ミ
の
. 

思

想
.が

、

天

才

を•以

つ

て

治

，者

の
.み
a
ら
.ず
又
被
治
者
を
，も
乙
，め
た
.，人

類

を

光

明

づ

け

る

*|
火
‘で
£
.る
'ビ
し
/.
2
.の
は
.. 

挪
ff
l
:0
-あ
るi

v
j
、

で
あ
る
。「

何
ん
ど
な
れ
.ば
若
し
孖
人
^
し
て
行
政
の
、あ
ら
ゆ
る
部
に
一
旦
つ
て
政
府
を
桁
®
し
.てQ

 

る
/&

.想

::
5
:詳
細
&
驗
討
す
る
な
ら
ば
1$:人
は
仑
の
!1
1

心«

は
す
ベ
て
天
才
k
よ
つ
■て
s
ii
g

.

れ
て
、ゐ
る
乙

H
しを
知
る
で 

あ

ら

う

，？

を

し

V

•

天
才
.

は
，被
治
者
•の
.み
な
ら
ず
又
治
者
を
も
賢
明
し
て
ゐ
る
か
ら
，で
も
•

る
.。
而

：も

，天

才

を

報

す

.

る
k

人
類
を
全
體V」

し
て
動
か
し
て
ゐ
る
の
は
實
k

よ
く
推
理
さ
れ
た
正
しS

原
.則
に
よ
つ
て
ゐ
る
。
_ハ
餘
五)

こ
の
. 

天
才
を
報
9
¥
す
る
^

人
«

全
體
化
趄
た
し
め
る
.
ど

S

ふ
こ
ど
は
天
才
を
し
て
人
’
«

の
一
部
を
代
炎
す
る
特
姊
利
益
R
- 

狂
濟
す
る
こ
€

な
か
.ち
し
め
_
、：.
そ
の
結
果
，
特
跦
利
.益
を
し
て
そ
の
カ
.の
.
.-

部
を
遵
醉
せ
し
，め
，.る
の
で
あ
る
。

.
—

.

.

.而

し

て

こ

‘
め

訐

書

化

^

っ
て
天
才
^

與
へ
ら
れ
る
も
の
は
.

最
高
の
地
位
で
あ
る
メ
與
へ
ら
れ
た
最
高
の
地
位
を
前 

^
し
て
は
何
人
も
鼓
舞
さ
れ
硏
究
の
疲
勞
を
忘
却
し
て
了
ふ
，で

あ

ら

ぅ

.'
°「

若
し
、人
類
が
天
才
^
與

<
る
高
い
地
位 

を
學
士
院
の
肱
掛

骑

.-
-
T
*
V
J
此
較
す
る
な
'

ら
ば
、
人
類
の
選
民
は
學
士
院
會
M
よ
6
以
上
^

«
だ
翁
利
な
地
位
に
思
6 

.
M
V
J

を
佘
，は
信
ず
る」

。
何
が
故
に
有
利
な
の
か
。「

天
才
は
最
も
完
全
な
獨
立
を
維
持
す
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
何
等 

特
殊
の
‘考
康
^
よ
っ
て
01
ま
ら
れ
るM

「VJ

な
、く
，M
己
の
力
の
全
威
力
，を
發
展
為
す
/
^
/

J.

が
出
來
る
。
彼
は
，彼
が
#
た 

地
位
を
維
持
す
る
た
_め
^
密
激
し
、\
硏
.究
眼
を
以
.っ
て
先
人
の
研
究
を
調
べ
、
乙
れ
^
勝
ら
.ん
.こ
、/

」

を

期

し

、
.
部

關
 

心
を
捨
て
、
新
ら
じ

&
も

-9
を
產
ま
ん
こ
'̂
を
希
黛
す
る
。；
彼
の
熱
心
は
漸
次
收
獲
を
あ
げ
て
彼
は
人
類
に
進
步
を

ンへ.;
.:
'
.
:
:
:
:;
:

ム

^

:
.
.
然
る
攸
學
士
院
の
糈
_
は
.如
何
。
彼
等
は
.全
_く
芷
反
對
0
遒
程
を
步
み
緻
妙
て
ぬ
る
で
は
な
い
か
。

ベ
I

コ
ン
も
. 

沄
.ふ「

學

者

の

住

所

兄

て

ら

れ

て

：ゐ
る
種
々
.苽
る
火
擧
や
、
も
れ
に
類
似
し
た
幽
體
の
惯
智
や
制
度 

は
す
べ
^
科
學
の
進
步
k
反

す

る

も

の

：
ば

か

ぅ

で

あ

る

」

气

學

士

，院

の

；
人

々

.は

常

.^
自
已
の
承
認
し
た
擧
說
を
«
譴 

し
、
^
2己
^
眞
迎
受
把
者
の
*
く
紐

*^
す
る
倾
が
あ
，
^
。
彼
等
は
意
見
を
變
觅
す
る
位
な
ら
寧
ろ
-̂

^
の
生
张
す

 ̂

絕
對
眞
な
.る
も
の
を
玫
擊
し
^
で
あ
^
巧
パ
彼
等
，は
人
類
め
文
化
や
幸
福
を
進
步
せ
し
め
る
よ
6
%
«
ろ
興
說
者
を 

非
雛
も
之
^

#

て̂
，
苛

酷

な

を̂對

奢

？

な
,5
^
杧

ム

い

：
の.で

あ

绔

。
，
^
論

風

發
^
際

に
.如

何

な

る.苛

酷

さ

を

以0:
:

浓
ニ
十

11

卷

(

八
四
五.

〕
「

ー
デ
ュ
ネ
ー
‘グ
佔
风
の
書
翰
レ
に
^

た̂
る
し
サ
ソ
^
シ
モ
ン
の
思
^

f
>>
髀 

一
二
九



浓一

十
二
卷
へC

八
：

「

：ー

ザ

ゴ

氺

丨

ゲ

歲

0
鬆

」

！1規
れ
'た
も
サ
ン
*
'ゾ
セ
シ
0’患
想 

谘

六

虢

ご

3

咤
、
學
十
マ
馨
眞
は
灾
才
を
阻
#
.し
た
.乙
を
か
。
學
士
院
.の
精
，种
に
隨
伴
す
る
方
法
を
觀
察
じ
て
見
だ
^
ベ
。
詻
対

は
學
士
院
龠
員
が
如
柯
化
倣
慢
卑
別
を
極
め
て
腐
り
た
か
。
如
何
凉
‘る
.乎
品
を
;]
1
.ひ
て
、
人
舶
を
間
化
し
#
ベ
か
6

も
議
論
^

#
息
せ
し
め
た
か
を
‘ 

f
ザ
め
跺
る
乎
段
は
&
银
か
獻
*

‘或
は
.笑
殺
汶
諶
き
.る
。
從

‘つ
て
、

「

教
し 
一〕

H
人
が

判
斷
を
少
し
で
も
m
to
k
用
ふ
る
大
膽
迖
を
布
じ
て
ゐ
る
d
し
‘て
も
彼
等
は
全
然
孤
立
で
行
.は
な
く
て
は
な
ち
ぬ」

;®
*
:
:然
も
ば
^
士
院
f

の

は

如

所

k
あ
冬
の
か

。
#で
は
欢
い

。
學
士
院
^3

；

は
終
身
任
期
で
あ
る
t
ビ

が
一
つ
，
彼
等
が
政
府
枕
從
熥
も
て
ゐ
る
^

*
ふ
己
、ヒ
が
他
の
も
ぅ
一
つ
の
原
因
で
あ
る
。

•

、
獨
立
を
炎
ひ
し
者
か
ら
我
々
は
愤
値
あ
ふ
も
の
’、
生
れ
ん
こ
、/

」

を
希
ふ
事
は
出
來
な
い
。
人
類
進
沙
の
歷
史
をf

見
.
-L
#
へ
。
彼
の
#
作

^
稱
せ
ら
る
、
も
の
は
殆
/L
r
す
べ
て
.は
孤
立
し
货
、’
.1!
:
々
迫
*

^
れ
た
人
^
負
ふ
も
め
で

あ
备
泛
^
,は
等
し
く
评
人
の
’知
る
所
で
あ
;̂
。「
學
十
；院
會
與
な
厶
も
の
は
'殆
ん
ざ
.常
は
肱
.掛
椅
乎
^
惰
||
«
を
贪
0
又
.

鶴
を
執
ぶ
^
し
て
戈
、备
は
た

<
世
^
阿
る
.か
夂
は
；̂

な
名
«
玴
を
ウ
く
&
出
す
^
止

^
る
。」

然
し
、
尚
己
の
奴
離

化
を
覺
ら
ず
そ
の
地
位
於
在
る
.を
深
ズ
光
榮
也
‘ビ
«
じ
軌
着
の
情
，禁

.1
:
雞
き
風
«
の
‘學
士
院
#
员
が
.何

物

も

，つ
.
べ

介

出
さ
ぬ
ビ
て
见
に
；小
思
議
俅
な
い
。
サ
ジ
.
*ジ
モ
ン
.が
前
記
の
‘計
«
代
於
い
.て
年

々

，
の

改

選

釔

虫

張

せ

し

は

天

才

を

.
し

て
學
士
院
會
M
の
轍
を
踏
戎
說
ら
し
怂
儿
が
.爲
で
あ
つ
尨
。

$
越
せ
る
，も
の
は
w
Ji
せ
ら
る
-
C
.終
身
た
ら
ん
€

1
せ
.

ば
娘
越
す
る
以
外
代
迸
は
な
い
o
银
越
之
.そ
永
劫
の
榮
光
パ
，

の
.茈
逍
で
あ
.る
。
©
く
英
刷
を
见
ょ
0
^
士
院
の
歷
史

を

I .

見
せ
ょ

。學
士
.院
の
-
*
V
J
無
管VJ:

は
施
此
例
す
る
も
の
で
あ
る
‘乙VJ
は
澎
W
然
V
C
M諸
.の
胸
を
打
.つ
■で
あ
ら
ゲ
o

「

英
»|
牝

は

、決

し%'
學

士

院

は

亦

在

し

な

，
い

、

學

士

；
院

に

、幾

分

類

似

發

る

ニ

0
.の
寧

，食

が.あ
名
の
み
で
あ
る
^
、
.之 

れ
代
反
し
.て

#

侑

や

無

知

 

=
.R
*委
か
せ
ふ
れ
て
ゐ
る：

土
阈
k
は

、
典

和

國

に

さ

，
へ

學

士

险

：
は

'充
.滿
し
て
ゐ
る
ひ
し

「

激
.儿
，、で

:z
の
姻
亦
英
1«
双
上
に
*
ふ

'«
)
る

型

-0
大

人
物
を
產

.A
だ
か
。
\レ
乙

矽

J 

$多
く
の
眞
，a!
f
發
見 

し
及
か
f 

<乙

.0
撊
が
、
^
の
、
;*
现
令
ょ
4
以
上
«
-«
に
省
嗷
し
、
ょ
6
双
上
敏
速
狀
猓
川
し
た
か
。
ざ
己
-の
阈
が 

介
益
:^
る
發
见
の
浏
J1
L
渚
を
ょ
4
以
上
^
寬

大

な

心

を

；
以
0
て

赏

誠

し

た

か

，

>」

反
1/
1
1す

る

な

ら

城

「

此

の

释((
:

於

て
 

省
.

.^
る
掛
山
七
愛
げ
る
念
.ビ
言
偏
必
«
.立
ビ
が
滯
士
踩
士
輕
蔑
し
且
之
れ
を
排
序
む
た
の
似
常
#
で
あ
っ
_た

.°
:f
l
/ 

:«
•(
£
し
凡
の
炎
«|
人
.
#
5
1
;5
:0
人

格

.0
«
嚴
を
洎
覺
し
、.

舉
者V 」

し
て
は
葙
力
;^
る
人
に
.侧
近

し

て

.#
1

«
を
賣
0
又
. 

そ

:0
庇
«
の

下

來

.0
み
備
く
游
相
し
ぼ
ゐ
.る
侧
體
ぶ
參
加
す
る
^
ゼ
を
厢
ぢ
て
©
0
.た

.0
^
あ
^I

飲

^
‘サ
レ
ふ
シ
. 

モ
•ン
は
云
，ふ
-「

二
ユ
ー
ト
ン
の
盩
が
、
聯
,
の
龈
據
が
、
英
國
、
他
國
k
於S

て
近
畨
さ
れ
代
天
，才
や
學
者
の
-避
®
 

观
ど
不
斷
k
•在
‘

0

て
©
つ
た
こ
の
.國
^
あ
石
ど
沄
ふ
辦
は
库
福
な
る
か
な」

ビ

o (

；̂

0
余

は

、
乙
の'霄
.の
中
に
.既
弒
、
 

l
-
.
A
:l
¥
l八
部
以
後
の
マ
ル
ク
ス
の
英
攔
生
插
が
腊
示
せ
ら
れ
て
ゐ
石
線
は
思
ふ
，
之
れ
^
反

し

て

フ

ラ

ン

ス

、，
の

®

狀 

;*
.顧
o
.フ
，
ラ\

ス
狀
初
-3
6
ズ
學
士
服
'-
'
?
:
»
.
|

狀
し
た
^
制
主
義
の
_

シ̂
.ュ
.‘リ
ュ
は
擧
者
を
猶
惑
す
る
に
働
截
を
以
‘っ
て 

し
學
士 

|
员
の
地
#:
を
以
ジ
て
し
、
之
姒
を
利
用
^
て
潙
政
諧

.'
0
詉
れ
^
見
#
を
も
避
|
|
せ
む
怂
輿
論
制
禦
の
武
器 

£

.
た
。
フ
ラ
ゾ

ス
が
英
漏
^

^

a咏
鄭
，代
上
ら
扇
い
め
は
當
然
で
あ
る
。
伊
太
利
又
.；然
ゐ
.も
の」

が
あ
る
0、/J 
S
 

へ
.、
#
ホ
院
が
そ
&
狀
く
％
刹
溢
を
*
虹
與
へ
た
#
、
及
び
、

は

.®
^
不
完
全
で
は
灰
っ
，た
s

m
 
M

s
 

^
何

-#
か
の
利
益
女
庞
ん
;^
4
の
、た
ヒ
^
ふ
事
社
否
笼
し
#
な
い
又
，
意
氣
狀
ん
な
る
一
一
三
の
¥
士
院
畲
]?
1
の
亦
在 

し

イ

,£
り
れ
部
も
#
め
る
。
然
し
、前
述
せ
'1
如
&
惡
與
は
長
/*
牛
別
^
1:
っ
て
嫩
瘦
し
、學
士
院
の
顧
^
は
规
代
の
铒 

學
的
見
*
を
诹
る
第
®
光
遠
い
も

!e
)

て
了
っ
た
。
证
し
い
努
カ
1/
通
が

^
常

.̂
報
ひ
-;ら

れ

な

，
い
，
か

ら

で

.あ

..る

.
。 

Z
.

W
0
Z
W
$

で

樂

毒

の

發

乘

を

姐

止

.す
る
.
K
充
分
で
知0

た
。
乙

れ
は
、デ
_力
■ y
ト
$

ふ
が
如
く
科
'#

. 

..

P
- 

- 

.
-
: 

. 

. 、
 

■ 

• 

■ 

■

.
:■•■

■

赞
ニ
十
1
1
;
#

(

八
四
七)

「

1デ
サ
.̂
'
丨
グ
往
民
-の
齊
翰
し
に
現
れ
た
る
冲
ン
：
ゾ
-七
ゾ
の
思
姻 

浓
.六

鉞

一

三

：
一



f
 

ニ

十

二

卷

(

- A
p-
y

八
。

「
r
f
d
.

氺
-

ゲ
#

^

の
帯
‘翰」

.に
邓
れ
た
る
サ
ン
*
シ
节
ン
の
思
想
- 

笫
六
號 

一
H

ニ

,1
;
叻
開
茄
は
1#
人

が

：己.れ
：
を

规

猶

ヤ̂
^
は
：あ

ま

，
6

^
俾
大
な
.る
*'
裥
で
あ
.る
が
た
め
^

»
質
的
刺
益
を
以
‘つ
て
報

,ひ
ら
れ
ぬ
.傾
昀
が
あ
る
弁
め
ビ
、.
加
之
科
學
へ
の
功
献
R
對
す
る
褒
赏
は
.普
通
.少
數
な
場
^
を
除
け
ば
.殆
ん
ざ
't
R

學
叫
.汝

ベ
も
な
か
俗
人
や
^J

*

の
手
ぶ
逢
托
さ
.れ
.て
^

る
；た

め
.で
‘
あ
■る
。
從
つ
て
天
才
窮
迫
.の
事
®

は
無
*

で
あ

-^
:-
.

0
, e
*§ ? 

■•
'天
才
を•し

，.
て
^

t[

を
•ぅ

る
'r
c

w

し

.v
'
rが
:/
2

め

- ^

彼
；の
迎
.想
^

忘

却

^!

せ
"る
.ベ
&

で
な
.s

。
救
，助
: ^

ょ
つ
て

叉
報
赏
}?

ょ
つ
’
て
激
»

3

れ
な
か
つ
：た
た
'め
.に
、
，晰
灼
.の
考
處
が
、V

」

れ
丈
早
懲
じ
た
.
こV

J

で
あ
ら
ぅ
か
。
而
し
て

若
し
、
こ
凇
ち
す
べ
て
の
因
雛
に
も
拘
ら
ず：

幾
人
か
の
-
天
才
'か
名
を
あ
げ
、
且
報
赏
を
ぅ
け
る
^
至
づ
た
ミ
し
て

も
こ
の
報
賞
は
、
常
に
观
等
の
硏
究
の
费
川
の
吠
部
を
つ
ず
ば
ひ
、
ょ
き
性
徙
を
有
す
る
背
/-

ヰ
を
激
»
し
、
又
、

.彼

等
が
赏
を
^

し
て
ゐ
欢
如
場
洽
に
、
彼
等
.の
欲
求
k

*

ず
る
た
め
k
,
は
不
充
分
で
あ
つ
た
。
又
現
在
.天
才
が
#

て
ぬ

る
她
收
减
ひ
は
、.
報
赏
は
始
乂
'ざ

.^
|
彼
.

一̂.定

職

務

を

與

..へ

 

<
ゐ
る
が
.、
.，
之
の
職
務
は
彼
5:
し
て
多
少
な
6
ビ
も

そ
.の
硏
究
か
ら
•.遠
ざ
け
.る
。
を
れ
、は
天
才
をJ

つ
の
«

所
^

圆
定
せ
し
め
、
仑
の
た
，め
.、
«1
:

會
事
情
を
見
步
い
七
、

-

以

0
.

て
新
，敬
见
を
す
る
機
#

V
J
l

る
事
を
妨
げ
.る
か
ら
で
あ
■る
。
か
く
の
如
く
、.
天
才
^

報
赏
を
與
■へ
る
政
府
の
無

定
見
は
天
才
を
し
て
反
つ
.て

彼

の
. «
:

.

を
不
安
な
ら
し
め
る
ば
か
6

で

な

く「

又
か
の
戰
爭
或
は
何
等
，か
の
|
政
上

の
戀
調
は
备
.の
報
賞
金
の
直
-,
1
1
:
、
.或
攸
.少
く
、/

」

も
支
拂
俜
小
1£
み
ち
び
く
事
が
«
三
で
あ
る」

。
依
是
«
之

「

. «
局
彼

の
硏
究
の
た
_め
：̂
.
は
絕
對
的
獨
立
.を
必
要
、/」

す
る
天
才
枣
常
に
多
か
れ
‘少
か
れ
彼
を
報
«

す
ぶ
政
府
^
依
存
す
る
こ

V
J
k

在
る
"

彼
は
時
流
を
.锊
れ
な
け
れ
« '

な
ら
ぬ
。
彼
は
身
を
委
ね
て
ゐ
る
風
俗
習
檟
；に
服
從
し
な
け
れ
ば
な
ら
抝
。

彼
は
印
己
の
«

葸
を
大
備
^

孢
究
す
る
代
6

^

;所
肅
紙
ニ
次
的
^
.
考
究
し
な
け
れ
ば
.な
ら
ぬ
.。
彼
は
怯
る
^
^
激
の 

思
想
を
世
に
出
す
方
法
を
考
へ
.

ね
ば
ぶ
_

ふ
ぬ
。
被
の
木
心
よ
6

■

も
世
人
‘

が
彼
k

期
待
す
る
，よ
6

も
少 

-
H
H
J

の
念

を
表
瑰
す
る
に
北
泌
な
け
れ
.试
^

'

ぬ
。
‘一

一
育1

れ
ば
。
世
人
は
彼
を
し
て
被
k

與
へ
た
餌
末
な
る
報
賞
に
對
し
ン
し 

« *

だ
，高

S

支
拂
を
な
さ
し
め
て
ゐ
•る
の
‘で
あ
る
。」

G
-
1
.
P
W
ベ
I

コ
ゾ
の
.箭
を
藉
^
\
て
云
.へ
,ば「
攻
擊
者
か
ら
嚴
霸
^
 

保
證
3

れ
て
ゐ
る
著
作
を
嚴
し
く

批
評
す
れ
ぱ
、

彼
は
直
ち
に
撥
亂
者
改
革
者
ヾ」

し
て
非
雛
3

れ
る
の
.で
あ
る
。」

.
见
.̂

又
、-
天
才
が
政
价
か
ら
或
は

全
く
、
他
の
個
人
か
ら
特
別
の
恩
患
を
受
け
る

こ
V
J
k同
意
す
る
場
合
を
考
へ 

て
見
.る
k
、
乙
.の
場
合
に
於
.い
て
は
彼
..の
地
位
は
彼
が
，N
>
b陷
つ
て
卑
下
.の
た
.め
^
尙
ニ
層
»
だ
憂
ふ
べ
き
も
.の
が

.

.も
つ
.
€火
膽
に
乙
の
事
を
話
さ
ぅ
、「

政
府
k
於
い
て
地
位
を
與
へ
ら
れ
る
天
オ
.は
す
ベ
て
忍
想
に
關
し
て
の
み
~s 

ら
ず
實
際
^
惰
落
す
る
.:'
0

,何
ん
ビ
な
れ
ば
被
等
..の
地
位
.の
職
責
を
.果
す
た
め
に
彼
等
は
人
類
.の
た
め
に
、
ょ
6
以
上 

•必
婴
な
‘硏
究
：を
等
»1
^
.附
す
か
‘、.
.或
ほ
、.
若
し
、
.彼
#
が

天

才

，の

衝

動

を

：拒
不

2

す
る
己VJ

が
.出
來
な
いV 」

す
れ
.■ば

、
 

彼
等
は
彼
等
.の
地
位
の
允
め
の
職
務
を
祁
々
に
し
で
等
.倒
視
v
-y
る
で
あ
ら
ぅ
か
ら
で
あ
る
し
ハ
部 
一
C
。
己
の
例
^
は
；二 

ユ
I
.ト
ン
の
如
き
人
す
ら
洩
れ
て
ゐ
な
.

3
。 

，-

:
結
偏
天
才
.に
與
べ
ら
.る
べ
き
地
位
は
顺
1じ
.か

杯

じ

な

い

の

で

あ

る

'.
6

ン 

、

‘
,-
1

人̂
；.は
甚
だ
廣
く
す
べ
..て.
關̂
係
を
有
す
る
利
«
を
彼
等
に
相
定
す
る
勿
き
眼
ー
.の
地
^̂

天

才

を

備

く

Z
ヾ

」 

R
ょ
つ
て
の
み
人
麵
^
マ
し
つ
て
も
政
府
及
天
才
it
、、

」

つ
て
も
^
し
く
*
ふ
べ
さ
^
の
.ー
ー
重
の
；立

場

を

避

け

る

.こ

、/
し
が 

出

來

る^
/天

才

は

-
问

比
^
放

任

し

苽

け

れ

ば

な

ら

ぬ

。
、

f
:L
て

天

.才

は

人

類

の
^
火
ビ

な

，
る

た

め

，で

•
あ

づ

> て
.
、
自

己
 

を
卑
し
ビ
し
、
彼
等
の
貴
赏
5
る
職
實
か
ら
彼
等
を
離
れ
さ
せ
る
特
殊
利
益
の
；代
め
に
節
搬
釔
賣
る
榇
^
人
飢
に
與 

ベ
ら
れ
た
^
の
で
なS,VJ1 :

ム
ぷ
’眞
.现
を
强
く
#

#
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ」

cfr
t
一一一〕

菩
人
は
亦
天
才
の
骰
見
が
J1
く
彼
：

第
二
十
1

S
广
八
四
九)

「

一.
f
i氺
丨
、ヴ
住
民
の
帮
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!:
現
れ
た
る
サ
ン
ご
ゾ
乇
ン
の
‘思
想 

笫
六
號 

一
H
H
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八
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f
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ネ
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グ
仲
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觀
翰
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缚
れ
ち
る

‘サ
ソ
‘
シ
H1
ク
の
坻
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笫
六
.號

一
左
四

f

出
生
時
代
は
利
用
3
れ
得
«
が

-<
)
_だ
.の
を
懿
め
'忿
9
然
し
彼
‘等
め
|

が
彼
等
め
«
後
化
於
い
’て
漸
'<
^
.
.利
;|
]

3 

れ
咨
4
衮
.ふ
«r
賞
を
認
妁
^
か

ら

也

.i
t
、
.：
其
、の
’事
は
、
.彼
が
生
存
.
£
-に
そ
の
發
鬼
^
報
^
沿
.は
な
'ら
# 

S去
■ふ
g
-ri
t 

k

m
な
ら
ぬ
。
.又
、死
後
初
め
.て
渉
屮
^
な
り
て
.赏
誠
す
る
人
-々

を
貧
窮
，£

は
、
小
ノ
ぐ
S
も
、：

不
如
t
の
地
を
^
放 

粱
し
つ
づ
け
.る
を
3
は
采
し
て
疋
し
5
事
で
あ
，ら
ぅ
か
。「

若
し
こ
の
點
に
關
じ
て
.、

犬

な

る

變

化

が

眾

か

つ

^

な

ら
 

ば
入
#
-め

她

涉

は

反

ゥ
-て
不
幸
そ
^

^
ぅ
^
/斷
然
所
僧
を
發
表
す
-̂
サ

ン

.•
ジ
モ
’ジ
•の
#

^
ぼ
-耀
の

•
警

灾

才

學

者
 

教
濟
®
:叫

が

あ
_つ
た
;°
遂
^
>
_少
.
V
V逆
'
rは
叫
ん
茂「

人
猶
の
.爲
g
働
く
事
は
.實
に
見
'事
な
職
業
で
は
なS.

か
。
如 

何
^
怨
鄉
す
べ
台
问
的
で
あ
る
か
ッ
人
問
は
こ
れ
以
上
神
^
近
づ
く
方
法
を
も
つ
か
。
誠
ド
、
人
間
に
ビ
つ
て
は
人 

類
文
化
の
..弘
通
^
漳
ふ
嗰〕

の
因
的
に
.询
つ
て
彼
の
.感
情
を
尚
け
.る
，以
上
.
美̂
し
く
且
倒
値
«)
:5
も
の
は
何
が
'.
0
':無 

智
な
る
者
、
英
雄
、
,邮
服
著 

>
,人
銅
'6
藤

*
者
.の
渴
，

U

醫
す
R
-役
^
•つ
.て
..居
.つ
‘な
本
幸
ぢ
尊
炎
.の
源
衆
が
、
.新
哿
識 

.9
獲
得
：̂
於
い
七
‘の

み

偉

大

遠

ど

，光

、滎

ぬ

公

#
見
(:
>
や

ぅ
^

-®
ふ

大
‘紫
¥
抱

や

：
人
.々の(

無

視

に

ょク

て

涡

も

さ

れ.-る
； 

時

こ

を

人

颊

は̂
つ

て

幸

福

の

時

で

あ

も

ぅ

。

志

操

，商

^

A
ii
*
r-
J十
か
、
る
浆
の
媚
藥
に
は
.醉

は

ん

.
？

し

て

も

能

は
 

ざ
る
化
至
つ
た
。
名
藝
は
ァ
レ
キ
.
-サ
ン
ダ
I
の
^

k
あ
ら
ん
ょ
ヶ
は
ァ
-ぐ
キ
メ
デ
ス
の
带
k
生
き
ょ」

s
o
c
gJr
s 

•，
最
後
^
余VJ.

稱
す
る
.

K
:
v
r

シ
モ
ゾ

は
ノ
对
^
‘名
指
す
肖
己
比
ゴ
つ
の
‘疑
問
を
提
示
し
し
て
乙
0.「

友
，の
返
«」

な
な
:̂ 

の
を
終
つ
-
-た
。in

く
- 

' 

:
.

——

、

,/,
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パ
，
、/
.

 

「

、'乙
；の
針
*
ー
は
«
用

^
.

れ
る
だ
ら
ぅ
か
.
0

 

*

:
教

し

：
、

乙

れ

.が

•
採
用
3
れ

.
る

VJ

し
て
も
、
人.
類
の
，现
^
の
赉
無
を
奪
疋
す
名
で
&
ち
ぅ
か
。

.
•
、

,

ハ
：.
^
.れ
”れ

^
'る
も
：の

の

し

で

-
^
d る
。-

、
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「

笕
一
.の
#
翰
が
狂
熱
的
の
も
-の
で
あ
つ
た
の
^
反

し

、て

「

策

ニ

の

寄

翰

」

は

如

何
^
も

物
#
か

で

あ

气

彼

は

，
そ

の 

計
«
が
植
ち
に
©
行
^
移

^
れ
る
の
を
見
た
い
ビ
ー
；ム
ふ
愚
か
な
希
.望
を
決
し
て
有
し
て
ゐ
な
.か
，
つ

た

。

人

鄱

^

大

努
 

カ
を
有
し
て
ゐ
る
人
が
己
の
'機
會
K

t
れ
を
®
行
し
や
ぅ
ど
決
心
す
'̂

多
'少
K
拘
ら
^
熱
誠
あ
る
'活
“勒
匆
何
に
事
の
. 

成
齊
は
懸
る
戈
の
だ
ビ
常
衫
考
へ
て
居
つ
た
ビ

异
つ
' て
.ぬ
る
。
從
つ
，て
'差
.常
6
.
.
.

®

a
Q
:
^

-»
ミ
.し
て
は
出
.來
#
る
.限

雄
ニ
-上

S 

(

八
五
c

'J
デ
ュ
ネ 

>ゲ
住
興
の
.
^
#

」

に
’现
.れ
|

サ
V
'
;ン
笮
ゾ
•憑
 

第
.i
s
. 

I

S
 
.



浓
-j屮

.！ j

卷

c
: A
:;/
»

二)
「
」

•チ
ユ
氺
I

ゲ
it
ix
i

の
#

翰
じ
/5
.观
れ
だ
る
サ
■ン
‘
シ
书
"ソ
S

想

：

第
六
J

】

i
. 
く

4 

ゅ
H
i
i
.
k
す
.る」

t
が
必
要
で
あ
る
.。
問
題
を
明
'瞭
R
す

.る
た
め
k
.は
踏
級
利
-®
對
立
の
il
f

«

^

%か
^
,
ボ

な
ら
ぬVJ
考
へ
た
サ
ン
•
シ
モ
ン
は
先
づ
階
級
を
三
分
し
て
顺
次
各
|?
級
化
彼
等
の
»[
:
命
的
地
位
を
說
^
聞
か
，せ
で

ゐ
'芯
.
.
"
：
.
.

. 

, 

:

-
s J 

2
£
&
は
人
ネ
齓

:̂
の
放
の
_卜
^
行

進

す

る

.̂
の
、
2:
の
階
級
は
.學
者
い
•美
術
家
、
及
.：2
!0:
1
忍
想
5:
有
^

る
人 

の
全
尚
か
ら
成
る
。
サ
シ
*
シ

モ

ン

，：
：
！
ら

は

己

れ

k
ff
l
し
て
ゐ
る
。
.

"竺

g

級

の

费

は

「

取
新
不
可Lcpoint 

uinnovation) VJ

書
し
て
あ
る
。
筋

一:

階

級

に

は

決

し

て

.
參

加

し

な

い
 

す
べ
て
の
布
淹
者
は
筇
ニ
階
級
^
厕
す
。

平
等
な
る
言
葉
化
赞
成
す
る
馆
三
階
級
は
人
類
の
残
餘
を
包
含
す
る
。

彼
は
.先
づ
笊
一
階
級
化
昀
‘っ
て
說
.い
て
ゐ
.る
。

余
が
人
撤
S

S
し
#

f

打
明
け
た
人
は
f

な
一
寸
I

す
れ
f

.

ら
S

成
し

V

S
靡

成

功

I

讀 

し
て
く
れ
た
が
、-
響

葉

の

賢

は

暗

泛

の

r

s
の
成
功
し
得
な
いV 」

云
ふ
憂
色
を
含
ま
.せ
て
ゐ
た
。
然
し
、
を 

の
：̂
&-
を

^
く
つ
て
見
る
^
、
、者
し
，1-
:
1分
の
豫
想
が
眞
货
で
あ
る
な
ら
、
余
の
.見
解
k
反
對
す
る
も
の
は
た
ぐ
隋
ひ 

(force 

<f

3*ertie 〕
k

す
ぎ
な
い
で
I
ら
ぅ
。
を
は
腦
力
の
魔
醉
に
原
因
す
る
。

ダ

一
階
級
の
訊
沼

は「

豐
济
な
’石

-«
,カ
を
所
有
す
る
人
類
，の
一
部
で
あ
る
。
諸
对
は
新
思
想
を
受
入
れ
る
^
最
-も

齐
か
で
な
い
人
鄱
の
ー
诩
で
あ
る
。
評
翁
は
哿
附
の
成
功
^
最
も
直
接
の
利
番
を
有
し
て
ゐ
る
。
惰
カ
を
克
艰
す
る

も
の
は
i

で
あ
る
。
活
眼
I

s
て
人
類
.の
现
狀
を
見
た
ま
.へ
。
-輿
論
の
玉
翁
は
雪
の
掌
巾

£

る
。
そ
の
王 

毅
を
»-
敢
に
7

」

办
た
ま
、へ」

ぐ

」

0(

註
1
‘

)

.

.

:

.

•

.第
二
階
.

級
^

對

す̂

被

の
'1
1

は
.

»

だ
少
な
.

い
。
竺
ム
-

ふ
の
‘

は
、-
計
#

自
體
が
、.
»

■

__
»

踏
級
.

に
.對

す

る

被

の

說

明 

.

ぞ
の
i

の
.

で
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
然
し
、
第
一
一
階
級
K

對

し

て

は

，
：

m

ら
前
者

V
J

異
な
る
#)

係
が
亦
し
た
。
サ
ゾ
•
シ 

モ
ン
が
先
づ
彼
等
^
說
い
た
も
の
は
、
有
流
者
ゼ
無
齑
者
(£
,

の
.

間
.

に
亦
す
る
圖
爭
，の
必
然
性
に
關
ず
る
も
の
で
あ
つ 

た
。
次
い
で
は
兩
渚
の
協
力
を
®.

し
た
。
即
ち
，日
く
‘

.

.

「

無
，淹
者
ざ
比
較
し
て
訛
君
は
«
だ
少
數
で
f

 C

ざ
‘う
し
て
諸
^
の
卞
に
彼
^
が
服
.從
す
る
ど
云
ふ
こ
う
に
な
る 

の
.か
’。
を
れ
は
蔣
等
の
文
化
の
儍
越
が
彼
等
^
對
し
て
莉
等
の
カ
^
結
合
す
る
方
汝
を
與
へ
て
ゐ
る
か
ら
^
ょ
る
。 

こ
の
力
の
結
.合V

J

い

ふ

こ

，
：
(1
'
が
«|
:
舍
狀
態
^
ょ
つ
て
常
に
必
ら
ず
恶
等
マ」

彼

等

(1
の
問
に
#
在
す
る
^
闘

^

於

い

て
 

平

素
.利

を

对

等̂

#

3せ

て

ゐ

る

，の

で

あ

，る

0」(

跌
5
 

.

然
し
讲
.關
の
不
利
な
.る
は
沄
ふ
迄
も
な
い
、
次

第

に「

II
I
要
な
る
發
見
に
ょ
つ
て
知
a
の
優
秀
^
を
示
し
て
ぬ
る 

無
廒
漭
V
J財

等

-
の

仲

間

に
>j
l

入
れ
る
乙

ビ

は
切
!~
1

^
射
等
の
利
益
で
あ
る
.vj

。
.然
ら
‘妓
、對
無
谎
者
の
關
係
は
之
れ 

で
ょ
し
ぐj

し
て
も
第
.、

一.

階
級
は
布
淹
者
^
.對
し
て
如
何
な
る
態
度
を
持
し
.て
ゐ
る
か
。
サ
ン
。
シ
モ
ン
は
彼
の
サ
口
ン 

生
活
時
代
の
觀
察
は
‘こ
こ
-̂

肢
開
し
て
ゐ
る
。

「

'諸
君
、
金
は
學
激
、美
術
家VJ.

食
を
共
.
Rす
.る
乙V 」

.#
く
®
だ
親
し
X
彼
.等
.

VJ

交
際
す
6-
屮
に
彼
等
を
觀
察
し
た
。
 

而
し
て
、

己
の
人
々
は
.、
.彼
等
の
力
作
を
人
類
の
•尊
敬
の
首
位
に
0
<
た
め
^
、
又
彼
等
の
|1
|
心
想
の
完
全
な
開
杯
の 

た
め
ド
彼
等
に
必
耍
な
金
錢
的
手
段
を
獲
得
す
；る
’た
妁
^
、
諸
恝
を
，し
て
諸
栽
の
自
利
.心
や
齡
敕
の
必
耍
マ」

す
る
金 

錢
5:
-
犠
牲
に
供
し
や
う
€■
決
心
す
^

<£
之
ろ
ま
で
^
至
.ら
せ
る
で
あ

.&
う
ど
余
は
锨
言
出
來
る
こ
'V 」

。
览
一
附
級
の 

部一 
ー
1?
級
^
對
す
る
眞
意
は
か
く
の
如
し
ビ
‘す

れ

ば

：
第
ー
.
ー

階

級

は

乙

、
R
提
唱
さ
れ
て
‘な
る
.計
嵛
R
應
じ
な
い
f

第
二
十
.ニ

卷

(

八
五
三〕

r

ー
チ
ユ
ネ
ー
グ
住
^

の
琺
翰
し
に
現
れ
た
る
サ
ン
：
ゾ
モ
ン
.の.
思
想
. 

笫

六

號

::

ー|七



■第
二
十
二
^

C

八
^
四〕

「
J

デ
ュ
ネ
ー
グ
住H

の
#
翰」

に
現
れ
た
る
サ
ゾ
！
ゾ

-*
:
ン
の
思
想

 

锻

六

號

ニ

ニ

.

>
一
七
八
九
部
常
時
旣
‘R
階
&
を
形
成
し
て
®

つ
た
彼
等
の一

部
が
フ
ラ.

ン

ス

，
に

於

て

經

驗

し

，
て

來

だ

.樣
«:
不
幸
^

# 

び
曝
辦
芎
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
運
命
^
あ
る
？
故

^
少
シ
、
チ
シ
モ
ン
は
‘有
產
者
に
尚
つ
て
.、「

余
が
*

^
ペ
金
o
云

L 

;*
;
,を
說
伏
せ
し
め
6'
-た
め
.
は̂
諸
^
が 

一

<L
八
九
^
以
來
乙
.の
國
^
於
い
て
®

0
た
事
件
の
進
行
に
つ
い
て
反
®
す 

る
丈
で
充
分
で
あ
ら
5」

ビ
_

し

た

。

彼

は

沄

，ふ
.
。

.

へ

 

• 

.

フ

，

ン

ス

最

初

の
.
乘̂
連
動
ば
..學
者
.
^
,よ
0
:て
又
翁
術
家
^
;よ
つ
て
'秘
そ
か
^
烟
動
^
れ
た
0
共

の」

探

が

成

功
 

す
る
.や
否
や
彼
等
は
其
首
領
^
，：2
稱
し
自
ら
先
頭
に
現
れ
、
彼
.等
の
自
猱
心
を
從
來
傷
け
て
來
た
あ
ら
ゆ
る
制
度
の
. 

破
敏
を
試
み
、
無
廒
者
の
無
#
な
る
诚
«
を
い
や
が
上
^
も
激
動
せ
し
め
隸
屬
の
一
切
の
聯
鎖
を
打
破
ら
し
め
た
の
‘ 

で
’*
つ
た
o
r彼
等
は
共
の
欲
す
る
乙
、己
を
な
す
R
成

功

、
し

た。
始
め
.か
ら
肋
壞
せ
し
め
る
意
志
を
有
し
て
©
つ
た• 
b 

ら
ゆ
る
.制
度
を
必
然
^
崩
墩
せ
し
め
た
。
'ー
，言
.
し̂
.て
云
へ
ば『

彼
等
は
戰
^
勝
ち
諸
对
は
负
け
な
の
で
，あ
る』

：
*

3

或
る.
學
：霞

雪

毖

等

の

股

心

S

吉

よ

つV
殺
§

れ
る
崖
つv

はm

 S

勝

利

赢

勝

當g

る
高
娶

支
拂
を
な
さ
し
め
な
が
、
.戰
敗
者
で
，.あ
る
諸
^
は
よ
ヶ
，以
上
.に
災
厄
を
蒙
.つ
た
。
 

.：
;

然
し
、.
寄
：恐
$
そ
の
：§;
免«.
め
る
で
治
^
は
可
能
に
な
る
。
馆
ニ
階
級
も
'乙
れ
以
上.
の_
反
抗
^
は
兪
は
な(

。
rf 

/ 
t
な
れ
ば「

潜.
驗..
に
よ
つH

.'#

發
3
れ
て
I
豸
產
省
が
則«
を
豸
ず
る
が
た
め.
で.
は
な
く
、有
產
者
‘は
财
產
を
所
有 

し
て
^

る
；か
ら.
府
鹿

者
.！̂
^

產
者
を
析
挪
す
5.
の
で
あ
る
。
まvj

め
て
云
へ

ば
^
*
者
は

肪
產
者
以
k

k

優 

越
し
た
知
働
を
有
す
る.
か
f
 w  W

ふM
VJ

を
認
め
B

者
、.
美
術
家
は
諸
君
の
®
屮
益
龠
組
織.
を
し
て
K
规
の 

^

0

1

な
さ
し
め
る
^
必

要
な
桃
カ
の
一

部
が
納
め
ら
れ
る
の
を
希
望
す
る.
で

あ

ら

，
ァ

」

か〕

ら
で
あ
る
o
無
康
者
は
自 

ら
©

•(
,
た
飢
餓
の
入
土
和
を
背
負
；S
&

ん

で

屈

服
.し
て
了
：つ
た
。
か
く
.
て
、
ど
ソ
ン
ス

の

_
议

は

秧

卒

の

闾

&

を

熟

梁

U
た
が
灾
才
は
ょ
つ
.て
.し
、か

II
:
t

wは
改
造
3
れ
る
事
が
W 

•
來
な
.か
0:
纪
0
‘
.
.
ナ
。ホ
レ
'ォ
.ノ
が
そ
の
任
^
常
つ
/2
。
菜

. 

命
の
結
果
は
、明
a
,で

あ

衣

.。

.
’無
.鹿
者
.ビ
伍
し
た
智
識
階
.級
も
■有
產
者
‘の
智
盼
萆
越
ビ
«:
6
離
階
.
«の
科
®
は
脒
に
« 

和
さ
る
べ
¥
機
運
^
達
し
た
の
で
あ
る
。
故

^
サ
ン
.：
ゾ
モ
シ
ば
云
ふ
"

、
’

. 

:

,

.

「

諸
き
ょ
、
と
.の
人
’達
e
部
ふ
の
ば
避
け
給
へ；。

.何

故

が

•へ
.ば
' 
雛
.趣
が
彼
等
^'
®
>
.
ぶ
機
#
を
與
.
.へ

る

度# 1
に 

諸
君
は
敗
、戰
す
る
で
あ
.ら
ぅ
，.。
訛

®
は
.交
職
狀
.
は̂
彼
讓
以
上
に
#

し
み
;"
!

_も
、
.平
和
は
‘諸
翁
^
不
利
益
で
お
る 

だ
ら
テ
か
ら
.で
.あ

る

.。

離

者

、

.美
術
家
及
向
凼
见
想
の
所
有
者
が
皁
晚
に
無
嚴
#

ビ
«-
合
ず
る
琳
態
を
巡
ん
で
つ
、く 

る
功
緖
を
餅
对
^
與
へ
ょ
。
. 

：
.：
：

•
‘：‘
.

'
乙
ぞ
つ
て
窬
附
じ
鉛
へ
"：

諸
栽
が
#
か
さ
れ
て
办
る
惡
弊
を
豫
防
^
る
忆
め
は
詉
対
の
布
す
る
手
段
ば
ヒ
れ
丈
で 

あ
る
。」

clf
-
t
-
:
3L
v
\

彼
は
有
淹
者
抱
ら
が
無
產
者
f
第
ー
.階
»
者

6
の
提
契
わ
自
發
的
に
計
レ
ん
乙
ど
1
希
紫
し
た
事

は
明
白
で
あ
る 
9
 

•
• 

.

.

'

、

-

’ 

.

•.:
,
- 

: 

.
:

.

'!
,
.
:一
：

； 

i

,
l\
.

'

.

I

•

.
而
本
、
' 乙
の
た
め
^

.は
、
地
球
.上
..の
文
明
諸
_
を

'
1瞥
し
菜
け
'れ
ば
な
ら
2
^

歐
洲
te
於

S
V

‘は
.今
の
ビ
ミ
ろ
•.は
，‘、
 

政
府
の
な
す
所
は
被
治
者
の
一
.部
か
ち
少
し
も
反
對
釭
受
け
て
.は
ね
な
い
。
然
じ
"
英
國
に
‘於
け

る

；-.
!
獨

逸

忙

於

げ
 

る
.、
伊
太
矶
.に
^
け
る
輿
論
の

狀
態
を
«
察
す
れ
ば
、.乙

の
.靜
寂
，も
$

ず
ふ
防
胤
の
前
の
死
せ
る
静
け
^

R
過
ぎ
な 

s
v
/
w

ふ
乙
ぐ」

は
，

(

サ
ン
•
•シ
モ
シ
，に
は〕

容
易
に
豫
测
出
來
る
0

~*
:
七
欢
九
年
^
ス
ラ
ゾ
，，
ス-に
於

い

-
て

蒎

辦

次

れ

た
 

鱗
天
動
地
の
騷
亂
の
只
屮
に
立
.ク
て
‘哿
人
が
觀
察
し
た
徴
候
ゆ
、
' 現
今
、
ィ
>

リ
_
.
‘
ス
人
の
間
^
も
、
ド
ィ
ッ
人
.の
間
' 

に
あ
つ
七
す
ら
、
.、心
あ
る
«
察
者
^
は
認
岭
ら
れ
る
’？
隱
ぐ
.す
必
耍
.の
な
い
こ
の
危
機
、
我
々
が
始
末
し
な
け
れ
ば 

な
ら
ぬ
危
機
を
、
財
政
上
の
政
.治

上

の

简

取

泫

る

戀

取

に

變

形

，せ

1>
ぬ

ボ

、‘騷

齔

の

爲̂
企

國

民

が

投

込

文

：れ

た

阔

第
二
-
H
S 

C
A

71
一：6

「
一

デ
5

丨
.ゲ
伟
风
の
钱
翰
し
に
现
れ
た
る
サ
ン
•
、ゾ
？

ノ
の
-
思
想

 

』

六
挪：

‘ 
二
I
X



ぎ
.i

y
i

' ^
o

a
: 5
:c
n
.
iデ
ュ
'
.氺
I

ゲ
住
说
の
散
翰」

に
現
れ
た
る
サ
ン
*
シ
•七
ゾ
の
思
紙
'

:

#

六̂.
' 

.
: 一
 

J
-
Q 

•

網
の
狀
_

國
■

昆

屮

,

馨

、i

者
の
.胸
中
.，̂

へ
.、
漦

e

恢
復
.

Q.

靈

を

生

ぜ

し

.め

赢

组

る

ま

で
’̂
騷
鄰
の
暴
悔
^

^
ふ
：
こ

ビ

釦

我

為

は

避

け

ね

ば

な

.‘ら
ぬ
。

「 

.

.
か
く
て
、ザ
.ン
.
.
.シ•モ
ゾ
は
»
王
階
級
汰
語
を
移
つ
し
て
彼
#
の
執
る
ベ
き
態
度
を
敎
へ
て
.ゐ
るo

;• 

英
li
で
.は
學
者
が多

：.

s
-'
o

;土

-1
6
%
:學
者
^
よ
k
以
上
の
尊
敬
が
拂
は
れ
て
ゐ
る
。
か
く
の
如
き
狀
態
で
あ
'る
か 

ら
.
v
m人
は
な
，ベv

二
通
の
敎
W

-J
:
®け
て
ゐ
る
。

」

見
給
べ
、
英
國
で
は
都
市
e
r
o舍
匕
を
1/
1
]は
ず
勞
働
者
は
部
B 

岗
を
喰
ひ
、
ビ
I
ル
を
飲
み
、
■
•1
於
衣
服
を
つ
げ
て
，Q

^

s

r

J

n

k

K

L

x

口
シ
ャ
は
ど
ぅ
が
無
智
の
口
シ
ャ
で
は 

學
者
は
.鹿
程
に
も
思
は
れ
て
办
な
.い
：
。

彼

等

が

摄

帝
.の
怒
に
.觸
れ
る
ぞ
學
者
は
总
や
.耳
を
ぞ
.が
.れ
て
：、.
ン

ベ
ゾ
，.ャ
'
k 

送
ら
れ
る
。
從
つ
て
農
段
は
馮
同
«
に
無
贺
で
あ
る」

、榮
養
不
挞
で
、
風
采
は
汚
な
く
、
何
かV

J

云
へ
ば
笞
刑
を
受 

け
て
：

Q.

る
o
.知

識

の

必

要

な:$
事

は 
一

I
國
亿
於
け
る
乙

‘の

*:
だ
し
い
‘對
照
k
よ
つ
て
，J;
:
く

知

る

Z
ビ

が
出
來
る
。
然 

る
に
、
现
今
«
で
常
者
は
諸
讲
を
支
|1
[
1ず
る
祁
り
み
を
仕
事
ど
し
て
思
つ
た
。
彼
等
を
し
’で
彼
等
向
ら
の
智
識
を
中 

發
せ
乙
め
^
;
/

」

旧
1|
^
に
諸
^
の
敎
育
^
意
を
'打
が
.し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
0

「

彼
等
は
庙「

し
り
た
め
^
諸
对
の
腕
を
働
か 

せ
、
彼
等
の
頭
®
を
諸
君
の
.た
め
k
は
働
か
せ
で
ゐ
る
。
.勝
財
は
彼
等
の
た
iめ
に
働
い
て
彼
等
を
し
て
無
聊
^

G
じ 

ひ
•
.こ
ど
な
か
れ
し
め
よ
o
彼
等
ば
1
君
^
'金
錢
を
支
拂
.ふ
。
：諸
怼
ば
.ぞ
：れ
^
應
へ
る
^
尊
敬
.を
以
つ
て
せ
よ
。
欧
敬 

て
ふ
貨
粮
は
^
だ
高
ft
で
は〔

あ
る
が
、
幸
^
も
最
も
貧
|>
'
&,
者
で
%:
些
少
な
办
:̂

も
所
有
し
て
^
今
。
諸
君
ゆ
自
r:
t
] 

R
な
る
こ
の
尊
敬
を
務
め
て
使
ひ
,»
べ
。
か
く
す
れ
ば
諸
君
0.
.激
；命
は
急
速
^
改
岚
さ
れ
る
で
あ
ら
ぅ
。」

贱
六)

.

-
ッ
ン
•
•
.シ
モ
\
は
無
產
者
階
級
.の
無
知
2 

k鑑
み
イ
、
先
づ12'

識
普
及
.の
必
S
V
J智
a-
#
敬
の
肝
®:
.な
.る
.
^
;
示

し

だ
 

後
、
你
詳
し
く
學
者
の
社
#;
的
«
敬
を
充
<刀
化
受
く
、べ.ぎ
现
由
の
*.
す
5;
'所
以
を
說
明
し
た
-

.
:、-學
^

7
し
よ
何
か
'?
'
.「

象
見
す
る
_人
で
あ
る
し
？
.(

^

1
1s
a
..
<
.
a
n
t 

e
s

でu
n
'
h
o
m
t
n
e

 

q
-
l
i
-
p
r
e
v
o
l
t
'

科
擧
が
有
用
な
る
％

?

あ

尝

云

.；

s
、
.

.
•
■
者
が
す
、5

他
の
人
々
1

勝

れ

乏

尝

ー
5

の
は
科
學
は
豫
見
す
る
方
法
真
へ
る

か
ら
.

で
あ
る
。
我
々
の
知
う
，？
る
现
象
は
天
文
學
、■
物
理
學
、
化
學
、
生
理
學
の
诩
現
象
に
.

分
類
3

れ
て
ゐ
る
。

f

 

.

學
媒
問
家
、J

乙
れ
.ら

謝

蒙
.
.の
.

一，っ
に
於
い
て
他
め
人
よ
◊

特
？

ぐ
れ
て
研
究
し
て
S

人
の
稱
で
あ
る
。
例

.

之
、

.

s

>

 s

測
，

航
海
術
パ
物
質
化
合
.の
理
、
病
體
の
診
疲
等
は
各
特
殊
潇
家
の
發
見
に
よ
る
も
の
.で
あ 

6'
p
.
.̂し
ノ
躍
^
は
^
ん
で
も
像
見
し
う
る
も
の
で
あ
厶
ミ
思
っ
て
は
い
け
な
い
。
彼
等
は
各
位
の
澳
ぽ
己
才
る
乃
：
.

こ
.於
‘

ハ
て
の
み
最
も
多
く
の
事
物
を
豫
見
し
う
る
.も
の
..だ
i
云
ふ
’

乙
ビ
を
知
ち
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
、
學
者
が
學 

^*
V
Jし
じ

の

名

聲

あ

る

听

以

は

實

證

-
^
良

隹

ド

^

に
よ
’

っ
て
豫
見
す
^

か
ら
で
あ
る
^̂

ヵ
’く
の
勿
く
今
^
で
は
^
^

證
に
よ
る
豫
見
が
學
者
の
本
質
-<
£

さ

れ

.て

れ

る

が

- «

虫
^

龙
.

い

，て

は

仑

う

で

な

か
0

た

の

で.
あ

る

。

乙
.
"
ま

て

(^
!

る
S

相
常
S

刀
を
必
f

し

气

‘货
證
的
科
學
硏
究
時
代
迄
の
經
過
を
人
神
の
進
涉
？

い
.て
考
络
し
て
兄
る 

に
>
0人
冏
が
'糾
織
的
方
法
を

.«
っ
て
：«
綠

し

た

最

初

，の

現

象

，は
：
天

文

.學

上

の.現

象

で

あ

っ'.’
た

。

人

問

か

こ

の

瓜

象

‘ヵ 

ら
始
め
た
€
云
ふ
^
は
充
分
め
规
:*
の
あ
る
ぐ」

己
ろ
で
、
最
も
前
取
だ
か
.ら
.で
あ
る
。
天
夂
學
硏
究
の
常
凇
に
淤
レ 

て
'は
人
問
は
間
が
觀
玆
し
た
辦
赏
を
«
於
想
像
し
た
事
實
ビ
_混
合
し
て
、
初
步
の
，瞹
»
な
言
.葉
.で
、.
.||
|
來
，る
丈
设
薺 

の
結
合
を
訐
A
、.
.
.
一.切
の
豫
見
欲
束
を
充
•■た
■さ
う
ミ
し
穴
。」

,然
し
槺
々
茜
心
し
た
結
哚
.、..今
=
1
.の，

「

天
*
.學
者
は
最
早
觀
狻
に
よ
っ
.て
證
明
^
れ
た
.事
赏
し
か
許
容
し
な
い
。
彼
.

等
は
^
れ
を
最
も
よ
.く
聯
契
す
る
糾
.雜
を
選
淀
し
た
。
そ
し
て
、
乙
の
时
以
來
^
霉
に
ど
っ
て
譜
.っ

|

^

步

を

汰

し
 

て
^
ら

な

く

な

つ:^
O
J
f
i
七
：

>

笫

ニ

十

二

卷

、
八

.jr

.士〕

.

「

ー
>

ユ
ネ

，
グ
住
泯
の
替
瀚

'̂
现
：れ.た
る
サ
ゾ
ご
メ
モ
ン
の
.思
：沏 

笫
六
激

：
i .

四

-

;

• 

- 
■ 

' 

.
 

'
• • 

• 

I

.

. 

• 

• 

.
 

.
 

.
 

....
 

■.
 

- - ■>
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#

ニ
ナ
二
#
 

<八
沉
八

)
「

.一デ
认
氺

|

ゲ
甚
馨
翰
し

|7
.
硯
れ
$

サ
ソ
ム

.
1
?
_ンの.想

恕

'
#;
六
免 

一
J

一

t
の
變
特
»]
、
即
％
‘

「

认
-
|
2發
M
史
が
示
す
最
も
記
®
す
べ
き
時
代
は
、
天
文
學
者
が
み
厘
邮
を
彼
等
の
缒
则
か
ら 

«
九
し
た
時
？

ぁ
る
。k

し
て
^
,
っ 

一：
S

名
i

推
實
は
こ
の
時
以
’來
、，天
8

S

愤
激
く
善
取
i

人
ゼ 

な
つ
■て
-
最

雜

.
被
等
が
知
ふ
な
い
«
を
知
つ
て
ゐ
る
«
に
<渑
せ
な
ィ
な
つ
.た
^
い
ふ
事
及
び
、
諸
君
の
侧
か
ら
二
ム 

へ
ば
。
骼
铝
が
厘
夂
は
つ
て
油
分
等
の
述
命
を
»
ひ
、之
云
ふ
様
な
無
鐡
砲
な
耍
求
を
彼
等
^
す
る
乙
ど
を
业
め
だ
ビ 

^

^
毐
で
あ
;,
6

」

矢
波
^V

J
#

施
ん
で
化
學
%
ず
つ
S
後
で
植
あ
る
が
、
桐
様
^

^
て
鍊
金
術
士
を
放
潘
じ
た
ゲ
,
 

孟

生

迴

學

從

今

^

委

舉

や

化

#

^
既
代
放
棄
七
た
.認
，つ

產

場

%
擁
も
て
|

0

'之
れ
こ
I

 

r

シ
C

g

f
 

.

2

.

$

還

で

念

。
之
.

§

0
0
ビ
^
s

S

8

者
は
、

顰

者

、
議

學

者

■

一S

學
者
を
、
 

1
 版
天
_

者
力
J

嶺
♦
、
.紫

裏

■

馨

士

甚

逐

盎

如

く

，̂

、
彼

#
の
'仲

繁

ち

放

.逐
ず
べ
_
で
ぁ
る」

<
ヵ
說
し
允
。
?

、
テ
グ

•
ダ

ザ
ン
は
、
$

が
％

が

,
哲
學
蓊
，
道
德
學
者
及
派
«
上
摩
者
を
排
斥
す
る
の
で 

似
.なs

被

Q

5
器

_跑
へ
H

人
間
ね
有
機
®
で
ぁ
る
。
救

取

我

々

常

會

■
係
は
.之
れ

を

靡

：學
的
现
象
s 

.L
V
#
.へ
效
け
:^
ば
攻
ら
.

g
。：. 

-t

體
i
ff
i
l
f者
、：
遒
«
學
者
、派
M
土
學
者
め
生
製
な
^
吐
事
は
物
質
的
€
咿
ば
れ
夂 

精
神
的
ど
邺
ぼ
籼
て
：钩
：
现
象

;0
.谰
火
#
す
る
關
係
仝
硏
究
ず
必
こ
ゼ
で
ぁ
る
。」

そ
む
て「

.t
の
方
而
で
彼
等
が
没 

获t

る
^

^
は
报
靜
の
硏f

衆

：
^
 0 
M V

.

时
ぱ
れ
る
！g

で
表
る
；」

。然

る

孟

§

み
で
は
蹵
せ
ず
に
彼 

等

が

舰

；
舊

し
8

5

潸

嚮

«

5
茔

統

合

七

や

|

す
.气

こ

れ

.が
大
|

«
で
あ
る
。
哲
學
者
、
道
I

 

耋

形

而

i

者
は
生
•輩

S

献
す
5

こ
ろ
皆
無
£

1

主
張
す
る
.の
.で
f

ぃ
。
5

方
法
S

つ
て
か 

、
1

膨
|

>
か

ら

を

、
.？

は
l

:

S

K

<

l

s

s

£

拘
ら
ず
、
又
鍊
金
S

が

化

學

臭

献

す 

る
丹
於
ぁ
っ
穴
^
砌

ら

ず

，彼

等

を

，放

逐

し

な

对

れ

ば

な

ら

な

か

つ
た
ど
冏
榇
k
彼
綈
を
我
々
か
ち
徘
斥
む
な
け
れ
ず

な
ら
ぬ
迦
兩
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
婴
之
.、
.生
1!
舉
な
.ふ
.も
の
は
米
だ
普
■遍
的
體
系
の
#
礎
ビ
な
る
ベ
き
®
度
に
進 

ん
で
ゐ
苳
い
で
只 

< 承
a
う
.ベ
く
ん
K :
.

「

數
摩
め
•み
が
普
遍
的
體
系
の
®
設
R

S
人
が
使
用
し
う
る
唯
一
の
材
料
を 

布
し
.v
?>
る」

o(

lr
-
l
i
八)

'
: 

J
.

か
く
し
て
提
く
述
績
し
た
社
會
の
生
0!
學
的
«
狻
に
よ
つ
て
證
明
3
れ

た「

事

赏

は

各

人

は

共

の

程

度

^

多

少

は
 

あ
る
が
、
す
、、/
て
他
人
を
支
*;
し
や
ヶ
;<
£
.沄
ふ

希

袅

.5
:
示
；し
_て
ゐ
る
ヒ
云
ふ
こ
ミ
で
あ
る」

。
孤
立
し
て
ゐ
な
い
人
、
 

即
ち
|

&
係
に
あ
る
人
問
は「

す
べ
て
他
人
2 

S
係
に
於S

て
は
能
働
的
支
*
美

働

的

支

配

卞

k
あ
る
ナ
ン• 

シ
モ
ン
は
己
、
で
一
寸
雞
を
止
め
.て

「

余
は
諸
対
ビ
共
R
,諸
.君
がS

た
く
心
?:
惱
没
し
て
ぬ
る
事
實
を
硏
究
し
な
.け 

れ

ば

耽

ら

ぬ

」

：
ビ

て

有

產

者

優

越

，
の

挪

11
:
1を
無
.產
者
に
說
^
き
か
せ
て
ゐ
る
。

B く

「

記

沼

，は

云

ふ

『

我

々

は

冇

產
 

者
よ
り
十
倍
も

、
ニ
十
倍
も

、

西倍
も

多

數.で
.あ
，る

。

然.6-
ic
有

產

者

は.我

々

が

.彼

等
^
.
及
ぼ
す
よ
う
以
上
に
甚
だ
：
 

大
な
‘る
！
*
を
我
々
に
及
ぼ
し
て
ゐ
る』

ビ
。佘
は
信
ず
名
。
餅
財
よ
、
餅
？̂
は

甚

だ

譲

つ

て

ゐ

る

冲

?:
。

だ

が

然

し
 

有
*
者
は
*
で
は
.

S

か
に
.劣
0
て
ゐ
..て
も
、
.諸
游
よ
6
も
よ
6
多
く
.の
智
識
を
も
つ
て
ゐ
.る
‘と
い
ふ
«
、
及
び
、一

般 

の
幸
禍
か
ら
ハ
ム
へ
ば
昝
識
'^
比
例
し
て
支
»
は
分
«

^
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
ど
宏
ふ
#
に
往
意
し
紛
へ
。
lr
沿
の
友
#
力 

タ
ラV

ス

を

支

、
配

し
v

e

ofs
.倒

:.
?.

フ
:-
.
'フ
V
ス
R
於

.

S
V
f

實

現

れ

.‘た
■事
を
考
ベ
て
見
給
へ
o
彼
等
は
フ
ラ
ゾ
‘メ 

R 

飢
f

つ
く
つ
た
で
f

ぃ
‘ 

C
J
.
O
. 

S

)

政
f

猶

螯

比

例

す

る

。
乙
の
事
k
し
•て
^

f

 p
.
<£
す

る

な

ち

ば

；、
： 

無
廉
者
の
政
權
へ
の
進
!1
1
勞
働
的
支
*
か
ら
能
猶
的
支
»
へ
の

轉

換

は

，當

然

智

識

維

得

-̂
よ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

こ

> 

R
於
て
、
サV

•
シ
4
ゾ
.の
訐
肅
は
無
產
者
に
對
し
て
も
21
大
苽
關
係
を
有
す
る
も
の
ぐ」

し
て
出
現
す
る
。
|
?
_
,
の
進 

步
は
播
附
^
よ
0
セ
科
學
的
天
オ
を
推
戴
す
る
^
よ
つ
て
»
現
さ
れ
_る
。
か
く
^
刚
を
實
行
し
て
利
辱
の
it
步
が
碰(

.
S
十
1
S
' (

八
沉
九)

’

「

一
デ
攻
ネ
ー
.ヴ
住
民
.の
掷
翰」

U
現
れ
た
る
サ
ン
•
€/
モ

ゾ

の

思

想

m
六

贼

一

四

三



節一

一
十
ニ
怨(

八
六
〇)

'

J

r

.で
T

ゲ
炷
民
の
#

翰
,-
;
U
現
れ
た
る
サ
ン
：
ゾ
乇
ン
の
思
想 

第

六

游

-
-
J

ん
^
な
れ
ば
無
^
は
次
笕
^
影
を
ひ
を
め
る
。
無
產
者.
の
如
く
自
己
の
敎
育
R
僅.
少
の
歲
;i
l
し
か
捧
げ
仏
な
か
3
R 

人
々
も
、
之
の
氣
蓮
^
伴
っ
て
^
-7
;
多
く
の
僭
識
を
ぅ
る
;̂

至
石
。
從
っ
て「

彼
等
は
赏
者
^
ょ
っ
て
彼
等
の
ヒ
こ 

及
ぼ
3
れ
る
支
(«
|1部
分
5:
減
少
す
>る
で
‘あ
ら
ぅ」

ゾ

：

然
し
て
、
乙
の
.寄
附
行
爲
k
i.

っ
て
改
善
^
ね
る
關
係
は
た
ぐ
R
無

產
者
.對
富
者
ビ
‘の
_
係
^
止
ま
ら
な
い
。
W 

ち
無
谨
游
は
.
w

^

k#!
じ
て
^
働
伪
友
亂
を
減
じ
、.：能
働
的
支
'«
を
咐
加
す

-$
ど
同
時
に
、
そ
の
咐
加
し
；
：
^
r2

能
勒 

的
支
亂
遛
を
见
^
、
向
己
の
.選
定
し
た
有

;«
苽
る
科
學
者
^
與
へ
.て

人

類

を

し

て

；史
^
ょ
6
高
い
進
步
の
附
段
^
上 

ら
せ
る
役
钱
を

®
ず
る
'の
で
あ
る
。
か
ぐ
し
て
從
來r

充
分
正
，確
な
る
線
が
っ
く
ら
れ
.て
ゐ
な
か
っ
た」

「

一
時
的
叫 

益

^
永

權

的

利

益

」
「

部

分

的

利

益S
全

體

的

利

益

」
「

人

類

•
一

 
部

の

幸

福

ビ

全

人

類
^

®

_

」

5
の

卯
(̂
は「

全

人

浈
 

に

丸

通

な

.
る

唯

I

の
利

益

であ
る
科
學
的
進
步
S
い
ふ
利
益
し
か
存
在
し
な
い」

ド
，云
ふ
1]
1
:
人
の
米
だ
意
識
し
て
ゐ 

な
い
事
.實
を
人
類
^
知
悉
せ
.し
ひ
:^
^
至
：る
の
で
あ
：る
。
§

8

• 

■■ 

■

•
 

.

.

.

.

.

. 

-•! 

• 

, 

.
*
• 

• 

.

ャ
ン
•
シ 

'セ
ジ
は
运
ふ「

訊
S

.
村
の
村
接
が
棼
に
: ^

伤
の
村
以
上
の
利
益
を
與
へ
るW

諸
S

.
彼
に
幻
惑
さ
れ
て
彼
を
尊
敬
す
る
0」

然
し
、

か
く
，て
S

U

M

S

裏

I

I

W

し

赞

。
笤
村
で
f

、「

州
は
州S

間
.

§
6
、

そ
し
て
S

S

控

s

 

S
2

S

た
め• 

に
戰
f

叩
ぶ
.

I

が
存
布
す
る
.

」

。
こ
の
讓g

の

溢

？

い
_
ふ

點

に

f

ミ
又
し
て
も
我
が
逝徳學着は真の缺

f

曝

？

る
。
然
し
、

「

愛 

M

心a
l

Q

普
心
に
外
な
ら
ぬ
。
乏

§

心
は
個
人S

利
已
心
が
個
人Q

g
K

犯
し
て
t

晶

一
s

不
f

.留

間

に

犯

 

し
て
ゐ
る」

。別
赉
の
_

沏
し
な
い
人
撕
の
努
カ
に
於
い
て
、
全
體
の
串
-福
に
魟
接
资
す
る
も
の
は
ご
の
部
分
で
あ
る
か
。
こ
の
反
||
!
]に
啓
へ
ん
て
' 

•れ
際
S

部
分
e

f

小r

ニ

。
然
し
、

銮

S

く
に
常
ら
ぬ
。
何
ん7」

な
れ
ば
、
龜

Q

利
營
な
る
仕
f

成
功
し
た
人
I

全
體
' 

的
に
報
货
す
る
.手
段
を
何
等
ミ
っ
て
ゐ
な
い
か
ら
で
あ
る
L
o (

s
&
t
.
s
i
B
§

i

 

o

yG.
r

N

Mo o
ぶ〕

.

..
技
.來•

人
撺
の
.禾
己
、̂

&關

，
し

て

は

激

論

の

.存
す
る
'所
で
ぁ
る
0
:然
し
、
ナ
ン
_パ
シ
■モ
ン
.
k
.
.
v

」

6
て
は
如
0
の
S
次

■ 

■■ 

. 

.

.

. 

. 

.

ぽ
旣
は
知
ら
れ
て
^
-
る
。
そ
.^'
.
.前
1'

せ
し
如
ぐ「

個
別
利
#

^ :

八
.-
1
-
.體
利
#

、、

」

に
共
1

な
る
道
.を
開
く
姘」

に
«
&
<
ゐ

る
。，.彼
は
利
己
心
を
不
2
|
8し
な
い
で
承
觀
し
て
ゐ
る
，が
、
道
被
^
者
の
釗
く
*
;5
を
犯
し
て
或
时
は
辩
誰
し
成

M 

は
不
；1定
す
次
が
如
さ
態
度
は
執
ヴ
て
.居
公
ぬ
。、
彼
は
沄
ふ
4
有
機
體
の
保
持
は
利
己
心
に
懸
つ
て
ゐ
る
0

人
卯
の
利 

«
を
結
合
し
や
5'
.
ど
す
る
努
ガ
は
方
內
を
|
|づ
て
©
ら
权
企
.で
あ
ふ
0.
利
#
'の
’結
奋
を
赵
越
し
た
6
、
利
己
心
5:
破 

壞
す
る
傾
[«
*
|'5
:
有
す
.る
道
«
學
者
の
抓
现
は
す
べ
.て
1誤
|
|の
述
&
で
あ
る
。-

私̂
學
激
は
1:
1
々
^
し
て
4

.#
の

す

养
 

尻
を
0»
か
.ま
へ
る
も
の
で
あ
る」

。

故
に
、
サ
ゾ
•

シ
モ
‘
.ゾ

は

沄

ふ

だ

興
つ
て
ゐ
る
方
而
又
往
々
^
し
て
相
反
す
る
方
而
に
活
動
し
て
ゐ
る
諸
カ
を 

す
べ
て
‘

ー
來
に
⑴
來
る
丈
統
合
す
る
た
め
仅
は
又
人
類
め
迦
命
を
改
哀
し
ぅ
る
唯
一
の
方
而
^

、
出
來
る
.丈
す
ベ
て 

の
カ
を
誘
堞
す
る
た
奶
^

は
、
余
は
余
が
諸
对
に
扱
案
し
て
ゐ
る
計
做
ょ
り
以
上
^
&
い
方
策
を
仳
人
が
發
兑
し
ぅ 

る
ど
は
信
じ
な
い」

。 

•
. 

•

「

*
つ
.，て
银
附
せ
4
。
，諸
'®
、諸
射
が
铬
附
す
る
._金
员
は
如
何
k
少
额
で
あ
つ
.‘て
も
©

^
は
»
だ
多
数
..で
あ
る
か
，ら 

金
额
緣
可
成
■の
_..
>̂
-
0
.
.
V
J

な
る
で
：あ
■ら
■ぅ」

ビ
'
A韵」

'
.
.
W
然
し
^
ビ
■へ
無
產
着
が
：彼
.の
.脊 

等
を
®
ま
す 

一
W
が
.存
‘す
る
。

• 

/C
れ
は
選
擧
，方
，

-
法
で.
あ
、る
？
サ
ゾ
ノ
シ
モ
ン.
は
彼
，：

E

ら
が
選
舉
R
常0

てVJ

る
方
法
を
無
產
著
R
敎
へ
て.
ゐ
る
。|-
:*|

べ
、「

佘
は
条
.の
知
つ
て
ね
る
す
べ
て
.の
數
學
者
^
彼
箏
の
判
斷
に
ょ
0
て
最
も
^
越
し
た
三
人
の
數
舉
漭
は
誰
れ
で 

^

^
^^
^

^

。̂
を
七
て
ゝ
余
の
相
談
し
た
人
ク
の
間
で
最
も
多
く
の
投
票
を
得
た
人
を
選
定
す
る
。

*

^

^

^

^
 

他
に
對
し
て
も
伺
«
に
.す
る」

ど
。
.
.

策
ニ
十
.
ニ

怨

(

八

六

ご

「
1

デ
ュ
氺
仲
民
め
讲
#
;
Jlc

现
;n

l:
る
サ
シ
•
シ
モ
ン
の
姐
想 

银
，六

媿

一

.

1
:九

•
出̂

*̂
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.八

.六

.ニ〕 

.
ニ
デ
ュ
ネ
I
-グ
住
民
の
御
翰
し
：

.1

现
れ
た
る
サ
シ
•
シ
モ
-ゾ
の
姐
想 

第六
！！

1
1
H

ハ 

n
: 
一
c/am

rsim
on  Oeuvres  choisies  VOJ.  I.  p.  ,16  

.
...诎
.ニ 
s,
, 
V 
一
 1.  

.
i ,.  

,

:
:
.
 

.............

辟
三 ibid..  p'Is.

. 

;
;.

跳
四
.
.
.ibid.  p'_I9 'N

0 t  
I
_. 

; 

.

肫
五 ibid..  p,  19 -20 ;  

.

絰
六
、ibid:  p.  2923.  
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■

.能
•七 

ニ
瓷
.
.

p

.'2
4
-
2
5
v

 
-

.
 

,
 

if
!
-八
サ
ゾ
•

>
モ
ゾ
は
第
三
の
齋
顧
め
ニ
伸
/<

次
の
如
く
述
べ
て
ゐ
る
-
0

「

賭
対
が
.或
る「

時
代
に
物
®

Q

分
配
さ
れ
て
ゐ
る
狀
態
を
知
リ
、
そ 

;

し
て
^

II
I

の
プ
ラ
ン
を
樹
て
、
字
诽
め
各
部
分
に
位
含
さ
れ
て
ゐ
る
物
锊
の
傲
を
數
に
ょ
つ
て
指
示
し
た
^

糾
歉
し
て
见
价
へ
。
と
の
. 

ブ
ラ
ン
の
上
；1
萬
有
1|
|

カ
の
法
則
^

適
7|
1

サ
れ
.'-
^

數
^

的
知
識
の
狀
態
が
詻
对
に
許
す
哄
リ
縱
確
に
、
-j
-
-
,ll
f
/c

於

い

て(;
|

納
い
丨
て
起 

るj 

.切
の
缆
化
を
衝
对
、が
豫
：贯
し
ぅ
る
.で
^

り
ぅ
.マ.
/い
ふ
事
は
諸
:«
'

の
=
:
:に
叨
か
で
あ
ら
ぅ
し
ミ
0 ibid. 

p. 4
1

总 

.
飩
九
.ibid,, p:. 

2.7

ン
.

訑 
_
1〇 

P, 

200
. 

H 

•

•
課
一

.
一

「

-0

0:
‘ 

y 

w
o

,

■
.;
...'
 

,
 

J
Vパ-
.
- 

.T-:, 

.

. 

; 

- 

. 

ノ 

： 

■

り
蹲
■
級
、
：■
一®

今
、；许
び
'、
フ
ラ
ゾ
ス
革
命
を
冏
；3

し
て
見
る
に
、

乙
の
革
命
に
：於
.
い
.て
は
、.
無
智
な
ふ
人
の
手
^

權
カ
が
赉
任
3
 

れ
た
叙
*

®

然
4 *
ひ
ベ
き
結
來
で
は
あ
つ
た
が
平
等
の
原
理
が

«
だ

殘
; M

な
行
©

を
行
つ
'
た
。
を
し
て
ァ
ぐ
れ
，以
外
(?
1

、
 

無
產
漭
を
政
治
に
參
與
せ
し
め
た
'爲
に
、
給
料
を
受
収
る
治
^

が
祁
だ
咐
加
し
、
を
.、の
た
め
、k

、
'被

沿

者

‘̂

簽

坳

が

治
米
を
狻
ふ
^
殆
ん
ざ
充
た
な
く.
な
ク
、「

最
少
限
(̂
租
税
を
支
拂
ふ
マ」

沄
ふ
無
產
者
の
執
拗
な
希
梨
^
蚤
く
反
對
の 

結
粜J.:

を
生
じ
72
。
 

’

サ
ン
•
シ
モ
シ
は
以
上
の
結
果
か
ら
次
.の
如
く
推
論
す
る
辦
が
出
來
た
。UI

く「

乙
.、

金
.

S
:

止
し
い
ぐ」

思
ふ
考
が 

あ
5.
。
_.生
&
ん

S
す
る
最
初
の
欲
.求
.被
不
可
避
的
で
あ
.る
。
無
淹
激
は
不
完
全
に
し
か
を
の
欲
求
を
滿
见
3
せ
枞
な 

S
。

生
理
學
者
ば
彼
等
の
.牢
乎
^
し
て
钣
く
べ
か
ら
ざ
る
欲
求
は
、
机
稅
減
少
の
#
望
、
或
は
、.
を

れ

<1
'
同
様
の
結 

果
を
生
ず
る
賃
鈒
增
加
の
希
望
で
な
.け
れ
ば
な
ら
ぬ
を
云
ふ
事
を
明
白
に
晴
収
し
て
.ゐ
る>

-
。
(

S

C
社
會
li
l
l
Mの 

.本
體
を
«
保
じ
.た
ど
云
ふ
肉
信
'̂
溢
れ
'た
サ
.ソ*

シ
モ
ゾ
：は
遂
に
彼
の
全
⑴
心
想
を
吐
^
し
且
つ
耍
約
し
た
跟
後
の
彻 

決

，
に

到

猗

し

れ

の

で

あ

る

.°
日

く 

‘
 

, 

/

「

■へ

「 IE
*

的
*
爾
啟
衡
渚
^
寒_

霉
馨
權
力
ほ_

灌
着
織
■
■
''
?
*
齡
觀
：■
甫

命
さ
れ

/>
人
々
を
相
名
す
；る
.權
カ
は
.全

1|
:
會
の
手
に
、
尊
敬
を
治
考
の
賃
銀
ビ
す
る
ビ
云
ふ
制
度
か
ら
社
會
全
踏
齡
. 

め
幸
®
を
發
見
し
#

‘る」
V
J
O

 

c!r
l

i

5 _ 

;

.

赏
に
こ
れ
-乙
>
ぐ
サ
ゾ
.
.
シ
，
，
•
モ
•
ゾ
の
M
M
の
全
®
.で

あ

.る:0
x
£

の
抵
想
は
す
べ
て
-炎
な
る
變
化
衣
し
で
、
彼
，*か
.後
. 

尔
の
著「

產
業
體

-*
し
^
於
.て
發
見
..せ
ら
れ
る
、も
'の
.で
あ
つ
介
：0
: 

: 

:

以
J*
は
靜
.々
^
し

:̂
、
サ

ゾ

.
'
シ
モ
ぺ
ブ
が
人
類
.;^
說
く
&1
想
で
あ
る
が
、

2.
の
■淸
朗
な
步
餅
は
忽
ち
‘*
れ
て
突
然
彼 

は
紳
ど
語
ヶ
出
し
た
。「

示
覜
か
、涉

*R
.す
ぎ
ぬ
■か
、♦

は
そ

れ
を
知
ら

ぬ

<£
胃
頭
し
て
彼
は
IIM
-*る
o 

,「

然

;^
>余
が
諸
哲
；̂
話
.，̂
た
ぃ
ヾ」

忍
_つ
て
ゐ
る
感
情
を
.佘
が
經
驗
じ
拉
M

k
は
#
か
で
.あ
.る
。
.

昨
夜
余
は
次
の
如
き
'重

¥

§

s
た
。

.

へ
：

;

.

:

:

丨

,

狱
二
十
•ニ

彩

(

八
六
l
e'

「
1-

デ
ュ
.ネ
-
グ
佔
屄
の
讲
翰「

し
ド
观
れ
た
4
サ
>、
シ
モ
ン
の
也
想 

第
六
號
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四
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I
、き

ifv

I
i
I

•'f

!



#;
二
十
ニ
卷
‘

.
'

(

八
六
四)

.「

一
デ
.
-
=ネ
~
ゲ
往
民
の
.寄
翰」

に
现
れ
ゎ
る
サ
ソ
.
*シ
甩
ゾ
.の
思
想
，-

笫
六
號
' 

1

四
八

r
wト 

>
:は
'余
の
敎
會
‘の
.，
主

都

で

：
あ

る

ざ

い

‘ふ
要
求
を
捡
て
る
で
あ
ら
ぅ
> 
法

王

、
大

仳

正

，

副

^

正

及

其

也

の

贫

侶

は

余

の

，
名.R
於

て

說

#
1:
る

こ

î
rレ
止
め
る
で
、あ
ら
.ぅ
、
,

°か

、
る
先
見
な
^
考
を
•余

の

代

表

^

^

命

す

る

许

こ

ょ
つ
”て
彼
が
犯
し
て
，̂
る
_不
信
'
人̂
問
は
赤
而
す
る
‘で
あ
ち
‘，フ』

ぐ：
^

を
の
言
葉
は
狂
^

似
て
ゐ
る
が
、、
僧
侶
を
*

任
し
、
，ロ

-
-
T

マ
の
遝
都
を
宣
言
す
る
^

至

っ

.
て

は

我

々

は

^

:^
.

^
^ .

r

シ
モ
ン
の
.主
娘
す
石
新
宗
敎
が——

科
學
の
地
に
芽
生
ぇ
た
宗
敎——

神
の
啓
示
^
事
嵛
せ
て
劫
然
ビ
述
べ
ら

れ

.て
ぬ
る
の
を
發
見
す
る
:0」
1/
)
3劣
乙
の
狂
的
见
想
は「

十
九
世
，紀
科
學
硏
究
序
論」

の
筢
ー
卷
宗
敎
論
^
於
て
は
®

^

飢
織
.货

葡

n
-れ
•狂
的
分
子
を一
切
®
除
し
て
彼
の
結
論
たる

？'

新
キ
リ
ス
ト
敎
主
義」

へ
の
確
然
た
る
遒
を
卵
拓 

し
て
：

Q,

气

@
0

种
は
尙
言
葉
を
鑛
け
る
，o
. 

.

.「

金
は
ァ
ダ
ム
，化
善
恶
の
區
別
を
.3;
す
己
ミ
^
禁
じ
た
0
彼
は
-命
に
.從
は
.'条

0
,た
.
.
0
佘
は
ァ
ダ
ム
.を
樂
.園
‘か
ら
追
' 

放

し

:^
-
然
し
金
«
彼
の
.子
孫
に
佘
の
憤
怒
を
醫
や
す
方
法
5:
.残
し
て
お
い
て
や
っ
た
.
o子
孫
が
善
避
の
.區
別
^
於 

妙
る
功
己
完
成
の
：た
怂
^
;努
カ
.せ
ん
事
を
希
绍
す
る
。
然
ら
ば
、
佘
は
彼
の
'
;迪
命
を
改
善
す
る
で
あ
ら
ぅ
。
余
が
地 

上
を
辦
刚
ど
す
る
旧
も
，來
る
で
_あ
ら
ぅ

-
7

」

。

.

ミ\

 

K
ゾ
の
失
'槃
fl
k

も
•何
-時
か
砟
が
蘇
生
し
た
。
’

ン
•

シ
：
-!
:

ン.
の
、服
に
は
火
麵
.の
住
ひ
べ
き
明
るS
、

樂
fe
l

ベ 

の
：道
が
間
か
れ
て
あ
っ
た
。
科
學
赏
證
へ
抄
遒
た
く
乙
の
瓧
に
の
み
人
類
の
迤
命
は
懸
厶
。
神
の
言
莱
は
你
辩
く
。

「

17J
-敎
5T
P
設
む
た
も
の
は
す
べ
て
佘
か
ら
カ
を
受
け
た
も
-の
で

あ

っ

、
た

。
然

る

に

彼

等

は

_佘

が

與

へ

た

敎

訓

を

ょ
 

X 
了
你
し
^
承
っ
た
。
彼
等
は
余
が
被
等
^
佘

の

剥

學

(

日

ロ
B 1
v
3*
e s

d
i
e
n
c
e
)

を
®
任
し
た
も
の
V
J

《

：lt
i
k
^
じ
て 

扱
っ
た
。
被
'等

の

、

こ
の

，：：；！

負

心

は

、

彼

等

を

し

て

人

®
生
活
の
最
も
細
微
.な
る
；行
爲
k 
f
で
.
#v'
r
#K£
別
の
•線
を
^
;
:か

.

し
め
る
^
至
つ
た
。
然
名
彼
等
は
彼
等
の
'使
命
の
中
で
最
も
必
：f

部

分

、

众

の-»
的

豫

见

ド

無

限

に

近

づ

く

记

め
 

の
最
も
短S

道
を
人
昝
に
逍
攝
せ
し
^
.
る 

一
«
觉
を
述
立
す
るV 」

い
ふ
使
命
を
全
く
等
|«
^
附
し
|2
-
。
彼
等
は
金
の 

祭
塊
に
あ
る
惯
^
||
.
]
.つ
て
ハ
汝
等
•の
率
ゆ
る
鮮
康
ど
賢
處
何
れ
V
J
i
i
/b
'か
.で
3：
く
な
，̂

.、

几

你

界

の

權

ヵ

に

ょ

つ

_て 

+乂
酣
3
る
、
^
至
つ
.た
揚
合
R
は
余
の
名
を
以
つ
て
民
衆
に
說
く
權
利
を
神
が
汝
等
か
ら
奪
ふ
で
あ
ら
ぅ
ど
い
ふ
事 

を

，豫

份

す

る

の

を

全

く

忘

却

し

て

居

，

0
た
。」

. 

,

I

「

余
.は
余
が
J
1
.ユ
ー
ト
ソ
1
余
の
'側
近
に
おS

た
.事

，、
及

び

余

が

彼
^
文
.化
.の
術
導
を
全
避
站
'の

住

段

の

文

：«

を

鸯
 

ね

た

事

-(
£
を
丧
げ
.る」

'

(

骷
9
 

■ :
■

.
か
ぐ
て
新
祭
敎
は
土 ..

ユ
.
.丨
ト
ゾ
の
周
闽
ぱ
樹
立

'̂
れ
る
。一

一
十
一
人
の
選
民
即
ち
^
三
名
流
の
数
學
溃
、
物
f
f
l
學 

者
化
舉
者
生
理
學
者
文
學
者
肅
家
音
樂
象
は
〒
ユ
I
ト
ン
評
議
會
な
る
も
の
を
成
立
す
‘る

。

一
一
ュ
|

-.
1
'ン
'は

地

上R
-

於
け
‘$#.
の
代
表
者
で.
あ_
る.
。/.. 

;
.

•
評
議
#
は
人
類
を
四
分
類
す
る
。
四
部
分V

し
は
.ィ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
.、
ド
ィ
ッ
、
价
太
利
で
あ
る
。
こ
の
各
部 

は
.本
部
-̂

同
様
に
組
織
さ
.れ
た
評
議
龠
を
擁
ず
>
9
.
。
地
球
土
の
人
問
は
す
べ
て
"
四
部
^
中

何

れ

か

一

部

に

.
属

し

ク 

本
部
及
，支
部
に
對
す
石
寄
附
を
履
行
し
な
け
れ
ば
玫
ら
ぬ
。
- 

:

•
、，‘-.,
乙.
の.
得
附
は
^
子
^
眼
ら
，れ
て
ゐ
なS

、
女
子
^
亦
‘#
附
に
參
伽
す
-5
事
を
許
汸
れ.
、
女
子
も
亦.
選
出
^
れ
：て
利 

學
的
天
才
た
る
の
榮
®
fc
受
付
次
事
が
出
來.
る
。
 

丨ゾ' 

v

» ;
w
*
i

M 
部 _
 分
#:
學

激 
3_

::
«

者
”

の-
席
:̂

就

く

。‘馆.
ー
ニ
部
は
文

_

者
1
窬
家
、

音
樂
家
ょ
6
成
6
、
文
學
者
が
課
長
の
席
^
就
く
。

兩
部
合
IH
J
の
評
議

第
二
十
二
卷(

八
六
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「
一

デH

ネ
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依
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め
書
翰
1-
-
:
2現
れ
れ
る
サ
シ
-
シ
乇
ン
の
思
想 
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0

十

二

卷
C
A六
六〕

-

.

「
r

チ
，
氺
丨
ゲ
{1
:尻
の
*
.翰」

|-
-..
現
れ
た
る
サ
ゾ
ン
シ
节
ン
の
.思
如 

笫
六
.號 

一
^

o

脅
が
間
が
れ
る
場
合_

に
は
數
學
者
が
議
長
の
職
を
司
る
。 

’

乙
め
評
議
#
は〕I

ユ
丨
ト
ゾ
-2
:
祭
る
«
を
有
す
る
寺
院
を
つ
く
る
。
こ
の
^
院
も
亦
ニ
つ
^
分
れ
る
。

:

廟
を
包
有
す
る
部
分
は
美
術
家
；の
發
明
に
か
、
る
す
べ
て
の
方
法
を
諶
し
て
裝
飾
に
全
善
を
盡
し
、
他
の
部
分
は 

利
學
及
美
術
の
進
步
を
阻
«
し
た
人
々
の
永
久
^
定
め
ら
れ
た
你
思
は
か
、
る
^
の
で
あ
る
、/

j

い
ふ
懲
罰
的
«

&
を

：
 

人
問
^
與
へ
.る
«

^
她
設
せ
ら
れ
又
そ
の
1
2
1
的
^
副
ふ
'様
^
裝
飾
^
れ
る
。
，'
M
:の
思
想
ば
彼
の「

新
キ
リ
ス
ト
敬
虫

義
ビ
^

於
-
<
巩
び
.詳
.述
3

れ
て
，ゐ
.
.る
。
：
そ
之
^

於
：い
て
サ
ン
：

'
V

モ
ジ
は
祭
祀
方
法
の
：难
命
を
次
の
如
く
說
明
し
て

ゐ
.备
‘。
ぃ
.日
<

'

,

;「

人
々
の
注
意
を
或
る
«
類
の
.觀
念
R
於
て
刺
戟
す
る
爲
R
は

*
ま
た

.己
れ
を
强
べ
あ
る
方
尚
^
押
進
め
る
に
は
"
' 

一
一
種
の
大
き
な
手
段
が
あ
.̂

。
即
ち
彼
等
が
命
ぜ
ら
れ
た
行
爲
に
違
變
し
.た
か
ら
起
る
恐
‘る
べ
き
.拟
©
を
见
せ
つ
て 

て
彼
等
の
.
.恐

怖

の

念

を

刺

，戟

す

る

か

_
、

或

は

叉

彼

等

が

.相

示

，3れ
た
方
向
R
從
て
行
爲
し
た
.努
力
か
ら
必
然
的
^
起
，
 

.‘つ

.た
⑷享
樂
の
誘
惑
を
彼
等
は
示
す
か
の
何
れ
か

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ」

。
こ
の
た
め
忆
は「

音
樂
家
は
階
音
^
侬
つ
て 

>7
;
敎
，的
討
|
|を
豐
か
^
し
、
信
#-
.の
：魂

^
深
く
.浸
み
龜
.る
や
ぅ
な
音
藥
的
特
性
を
與
へ
な
け
れ
ば
.な
ら
ぬ」

:「

肅
家
、彫
刻
家
は
寺
院
に
於
い
炎
甚
督
敎
徙
の
注
意
を
最
も
す
ぐ
れ
て
兆
督
敎
的
な
行
動
の
上
^
引
さ
つ
け
な
け 

れ
ば
な
ち
な
い」

。
 

'

,

ス 

,

.、「

妞
築
家
は
、
說
敎
者
"
詩
人
、
音
樂
家
、
琺
家
、*
刻
家
.

が
-:

n
lrl
l

R
信
者
の
^

R
恐

れ

，
の

、
成

は

悅

び

ビ

希

a
ざ
'
の 

感
傾
.の

み

を

起u
p
せ
#
る

や

，
ぅ.
^
.
.
寺
院
を
建
築
し
.な
け
れ
ば
.な
ら
なS

」
V 」

。
0訪
$

、か 

>る
«

«
概
念
の
上
^
廣
大 

な

！一
 

ユ

ー

ト

ゾ

寺

院
‘は
纽
立
ざ
れ
人
«
救
濟
，の
鐘
は
空
商
く
鳴
、6
響
べ
。
而
し
て
W
II
こ

、
；̂
參

郎

出

來

ぬ

者

の

•爲

.に
ば
.：

a 

.年
に一

度
®
は
開
が
れ
'、
堂
呤
籠
る
こ
6
が
出
來
在
。
.子
を
掩
つ
.親
は
其
子
が
出
生
後
出
來
.る
丈
早
く
寺
に 

述
れ
て
信
者
た
る
' の
®
-を
立
で
ね
ば
な
ら
ぬ
。
從
り
•て
、
.着
し
乙
の
捉
.を
货
行
し
な
.い
人
は
宗
敎
の
：敵
ビ
認
定
さ
れ 

る

.0

.

. 

' 

' 

' 

• 

,こ
の
外
、.
.母
院
，の
周
刚
^
は
硏
究
所
、
工
場
、
.及
太
學
が
®
設
せ
ら
れ
る
。
，火
學
ド
は
、
,
.五
莨
册
以
上
の
#
鏘
を 

決
じ
て
藏
さ
な
s

^

wic
t
o.
て
な
.る
。
，
こ
の
限
定
の
理
*
は
推
察
し
«
い
。
前
記
の
評
議
員
の
外
に
は
、
贊

補
 

)y
i
役
.广
し
て
評
識
質
に
代
る
‘者
、
祭
®
を
司
.る

)fi
l
l
®、
.特
別
の
待
遇
を
.受
け
る
科
學
美
，術
の
功
勞
者
、
.聖
地
保
!1
を 

任
ビ
し
且
臀
貉
龠
計
の
.取
務
を
取
扱
ふ
k
聖
地
守
謹
兵
等
が
各
々
任
命
^
れ
る
。
.

■

,

最
後
に
サ
ゾ.
‘
シ..
モ

レ

は

云

.

.

.
_
ふ
广

'

.7
1
-
 ̂ま
^
:

TV,

ベ
.■て

幽
^
-
.
.
で
あ
ら

*

r\

‘い
：
,
r
: 

• 

...

人
©
ば
す
ベ
て
余(

S

 5

の
«1
#'
に
入
徵
V-」

近
、、ひ
か
し
-lr
S 
^
.
0
的.VJ

ず
る
努
働
を
行
ふ
土
場
^
附
厕
せ
る
勢
働
者vj 

し
てs

徵
す
る
で
あ
ら
う
。
4
.,
ユ
ト

卜

ゾ

の
.本
部
評
議
#
は
を
.の
.勞
働
を
相
揮
す
る
で
あ
ら
う
。
‘評
«
會
は
跑
有
|̂ 

カ
の
^
果
を
ょ
く
了
解
せ
し
む
る
た
め
^
努
カ
ず
る
で
あ
ら
う
、
乙
の
.引
カ
乙
仑
は
余
が
宇
，
|1
|
を
治
め
る
喂
一
の
汰
：
 

則
で
あ
る

.°
8
六) 

.

,

か
く
て
、：
平
和
は
齡
議
瀹
の
成
，立
VJ_
:1
J:
-R
«
洲
R
K6
、
.戰
次
は
其
の
消
息
を
絕
つ.
で
あ
ら
う
。
ァ
ベ
ル
の
子
で 

‘あ
る
歐-

洲
人
ば
ヵ
ィ
ゾ
の.
末
裔
た
る
ァ
ジ
ァ
人
を
信
仰
の
眾
k
服
せ
し
ひ
る
で
あ
ら
う
。
宇
市
王
國
は
こ
、
^
成
立

.....

人
 

/ 

- 

.

.

.

. . 

' 

-

■■

.

•..
つ.
.
,
.
-
'
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.

.

.
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..:.

•
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■
ゾ
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、
派
谷
类
英
'氏
課
ノ
五
五
贳
；
五
七
1-
1
_ 

fN
i
六 

ibi』.p' 38 

/ 

.

•
■
七

.

. 

.ノ 

&

三
•の
平
紙
に
於
..s
‘
て
、
サ
ン
.
•シ
モ
ン
は
^
ふ
。…

.
'

「

余
.に
示
顯rcr

れ
た
宗
敎
，に
於S
.^
は
そ
の
於
が
如
何
^
明
&
で
あ
‘る
が
‘を
注
葸
じ
給
ぺ
。
そ
の
實
行
が
如
^
^
確 

^
で
あ
る
か
を
見
た
ま
ぺ
。
.各
個
の
カ
に
人
類
.の
だ
め
^
有
见
な
方
向
を
不
斷
に
與
へ
る
義
務
が
各
人
ドg

せ
ら
れ 

て
，

Q

る
0
.
.
貧
者
の
腕
は
常
者
5:
.養
ひ
«(
け
る
で
あ
ら
ぅ
。
然
し
、
富
者
は
彼
の
®
腦
を
働
か
せ
て
贫
者
を
梢
圖
す
る 

を
G

U
の
任、/J

す
•る

Tf
r

'
若
し
&
の
頭
«
が
働
か
す
^
適
し
な
い
な
ら
ば
彼
ば
被
の
腕
を
働
か
す
$

」

を
大
い 

k
餘
儷
な
く
^
れ
る
で
あ
ら
ヶ
。
何
ル
.ぐ」

な
れ
ば
.エ
ユ
ー
ト
ン
は
太
陽
化
最
も
近
い
遊
星
の
‘フ
つ
で
あ
る
。

こ
の
出 

球
上
^
_、
.無
益
な
る
特
志
エ
場
勞
働
者
；
.

(

0.
€
5
'
0
_
1

§
':
く
0
1
0
1
^
1
-
€
1
1
1
| 

inutiies!

'&*
'
n
s
r
a
t
&
e
r
)

を
^
か
な
い
だ 

ら
ぅ
か
ら」

、、

」

。(3S1

^

.ャ

!1
1
饭
れ
た
る
有
保
者
は
指M

勞
働
者
ビ

し
て
、
，猫
能
下
れ
6'
無
*
者
は
筋
肉
勞
働
卷
ヾ」

し
て
努
力
の
交
換
を
行 

ふ
エ
圾
紺
織VJ

社
#
を
考
へ
る
な
6
ば
し
か
く
简
0
し
て
明
な
る
計
肅
は
な
い
。
從
つ
て
、
こ
の
世
界
^
於
い
て
優 

早
有
阐
者
ビ

し

弋

の

，
甯

激

は
‘共

の
#
在
1
許

さ

れ

：る

矬
.で

ぁ

，
る

，
0
‘勿
：論

出&
に
.i
る

特
.權

ば

承

；
1
岧

れ
X
&
ら

ぬ

o
,

't
k
ff
i
腦
勞
働
者V 」

し
て
の
資
将
:$
き
4
.:̂
.议
、
有
產
廣
7e
i
、た

ら

卞

つ

.て

腕

の

、
勞
'働
请
^
列

依

にA
力

^

ば
 

な
ら
ぬ
0
宇
苽
は
跑
人
が
其
の
能
カ
：̂

應
じ
て
頭
腦
、と
腕
ブ
を
働
*
-し

て

擦

同

牧«
:1
'
る
：
1
の
廣
大
な
るH

場
.で
あ

る
。 

：

.

.

. 

：

’ 

,

'
.-
-
•

笟
三
の
#
翰
は
浓
一
め
猶
翰
ょ
’
6
.は
僅
か
に
丧
い
丈
で
«
だ
：傭
取
に
終
つ
で
ゐ
：る
。
：.、而
し
て
_同
時

に「
r

チ
ュ
ネ 

]
ガ
住
®
の
#
翰
し
、
は

，終

屈

を

在

げ

V

ゐ

る

.0
, 

. 

i
 - 

-
:
^
'ー.
，. s

a
m
t
-
s
.
i
m
o
n
,

 .
.
o
p
.

.G
t
'
.
p
. 

4
9
:
'
:
:
:
:

 

., 

.

A

— 

.

.
ベ
.
.
.
/
:
/

'
擧
者
及
美
術
'家
：
 

一
'.
:
:.' 

:
:
:
.

、.
•

.、

無
鹿.•
者. 

：

•
：

_
:
•
• 

. 

:
 

:
 

/

有

*
.者

’

ド-

'

.

.
'■ 

. 

:
.

VJ

沄
ふ
風
俗
の
感
it
や
M
想
釔
餘
嵇
車
越
し
た
、
殆
ん
.ざ
豫
ff
g
な
、
全
く
ir
r
rr
な
勞
働
の
優
越
ヾ」

光
榮
ビ
が
共 

樞
軸
で
あ
6
、
农
ぐ
*
同
..の
利
益
の
み
を
管
现
す
る
政
府
が
最
も
有
能
な
人
の
手
{:
<
:移
6
ノ
出
生
の
權
利
で
相
續
は 

3
れ
な
：

S
*

會
狐
織
の
狻
表
>
.こ
の
發
表
の
'下
^
、
學
者
、
發
明
的
獒
術
家
、
共
通
信
念
の
受
托
者
、
活
動
率
は
、
 

彼
，等
•の
統
領
た
る
ニ
ュー

ト
ン
の
周
圆
k
-、
恰
も
、
神
^
‘祭
&
れ
た
、る
ホ
|
マ
L
の
-
岡̂
の
如
'ぐ
、
或
ば
恐
ら
く
、
 

ナ
ン
•
シ
.モ
ン
の
神
祕
的
な
.11
;先
た
.る
グ

t
丨
レ
マ
ン
の
煱
|1
の
洳
く
^
集
次
务
0
人
類
は
.彼
等
の
对
|«
に
嚴
か
に
‘ 

殆
：ん
>
眞
情
を
吐
露
し
て
.常
^
適

川

め

機

：至

ら

ん

€
し
て
ゐ
，る
o
社
會
»
序
變
革
の
.、，
一

太

科

學

的

法

g
.

の
.宣
言
を
聽
，
 

か
ん
へ
上‘し

て

趣•ま
る
。
婦
人
も
參
伽
す
名
。
婦
人
の
.平
等
少
ぐ
；/

」

も
均
衡
社
會
撒
濉
に
樣
婦
人
の
~入
る
乙
、ヒ
を」

も
許

第

二

十

二

赞

(

A
六
九〕

J
デ
ュ
ネ4
グ
0:
风
の
讲
勒」

|;
^
れ
/:
-る
サ
ン
？
ゾ？

ン
の
思
«

f
ハ

號

--
-
•
芄
ロ
ー



紙
ニ
十
二
從(

八
七
.〇)

「

一
デ
ュ
ネー

ゲ
ft
民
'の
讲
徹
u,
u
现
，n
r-
:
る
サ
ン
•
シ
乇
ン
の
^
想 

第
六
.啟
'.
 

一
Tl
:
a

*t
原
則
、
そ
は
サ
ゾ
•
シキゾがたくー度

-し
か
も
明
£1
に
述
べ
-、
但
し
そ
の
適
用
^
關
し
て
は
苒
言
し
て
居
ら
ぬ 

原
則
で
■あ
^
w
 

i
.、
R
新
ら
し
い
•.精
.神
*
.力
が
現
れ
んVJ

し
.又
乙

y 

k新
ら
'し

：い

信

仰

が

燃
'&
ん
、じ
し
て
ゐ
る
。

>
最
高
評
議
會
に
-は
.、
有
»1
者
も
朮
人
も
席
を
も
た
ぬ
。
‘ボ
ナ
パ
ル
ト
^
1!
,び
ぬ
サ
レ
て
シ
モ
ン
は
決
然
^
し
て
叫 

ぶ
。门
ア
.
•レ
キ
サ
ゾ
ダ
I
の
輩
ょ
も
ナ
グ
キ
.メ
デ
ス
の
帮
妃
幸
多
か
れ」

VJ, 、

政
治
§

灶
悉
皆
社
會
|/
|
1題
^
變

气 

仳
界
は
神
骒
な
.る
勞
働
の
エ
場
ビ
化
す
。」(

S
 

- 

,

.

甚
人
が
乙
の
小
著
を
®.
み
終
'

0
た.
時
の
* '
瞰
圖
は
，疋
^
か
く
‘の
如
：ゃ
で
あ
.
る
。..か
く.
の
如
る•が
、
己
り
著
，̂

‘於5' 

て
#
明
^
れ
た
ー
大
霹
理-
の
3?
約
セ
あ
る
.°
‘
 

’： 

. 
• 
. 

-、，'

^
る
^

ナ
ン

•
シ
モ
ン
'選
»
の
^
容
は
云
..ふ：

こ
れ
ら
の
眞
划
に
は
主
要
な
る
誤
„藤
が
あ
.る
7」

、
即
ち
1-
1
く「

權
. 

威
.、
出
生
の
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
ト
R
代
る
科
學
の
ア
リ
ス
ト
.ク
ラ
.，ト
へ
の
誇
大
な
る
傾
尚
、.
無
智
、
貧
困
*
,夺
平
.民
を
. 

秧
#
の
中
に
鑛
.持
す
る
、/

」

云
ふ
见
地
^
於
い
て
、
資
本vj

智
識
の
間
の
公
然
た
る
聯
合
へ
の
誇
大
な
る
傾
肉」

「

最
初
の
ー
步
か
ら
染
敎
の
統
，一

$:
/
豫
.見
す
る
ど
い
ふ
乙
^
は
、
ダ
ラ
ゾ
ベ
ー
ル
の
弟
子
にV

J

つ
て
は
、
な
み
/
^
、 

な
ら
ぬ
努
力
で
あ
る
^
ら
ぅ
が
、
彼
に
は(

宗
敎
の〕

新
ら
し
い
性
質
を
了
解
す
る
辦
は
到
底
/1
|
來

な

か

つ

た

.
。

彼

は 

^
聚
&
抑
制
し
具
指
導
す
'る
.衣
め
^
.ア
»

ト
ク
ラ
テ
ィ
に
必
耍
.な
原
動
カ
し
か
見
..て
ゐ
な
い」

气

S
-
D 

誠
^

a
:
.
の
完
備
し
て
ゐ
4
小
著
^
は
、
を
乙
.己
、
に
貴
族
生
義
の
'痕
跡
、
傅
統
的
な
趔
⑶
然
主
義
の
或
る
痕
跡
、
 

殊
k
、
贫
阁
者
及
無
智
荠
化
對
す
..る
大
な
る
不
信
の
色
が
藏
さ
れ
て
ゐ
る
。
從
っ
て
前
記
の
如
く
" Charles 

L
e
m
-

 

c
n
i
e
r

が
、

1
ゾ
•
シ
•モ
ン
選
集
の
#
文〈

サ
シ
•

シ
モ
ン
!^
«
.學
.

-̂1
]
す
る
«
农
見
'纖
の
.あ
る

被

.0
硏
究
}、̂
於
ぃ
て
、

‘乙

の
®

，を

特

»

し

て

ゐ

る

に

は

充

分

の

f
l
出

が

あ

，.
る,°
然
し
な
が
.ら

、
我
々
は
か
！̂
る

.善

.惡

混

交

流

動
の
中
k

あ

-9
'

て

も

n  
■、

善

な
る

I -

素
'が

な.

る

耍

素
上

J

M
位
を

i1?

め

i：L :

善

素.

上

を

殘
浮

し
- X:

h
る'

の

を

锬

見

す

盩

し

、
：
彼

の

眞

意

、

.換
言
す
れ
ば
、
彼
の
求
，め
で
‘居
つ
た
.も
の
は
、
.民
衆
に
直
ち
^
了
解
^
れ
ぅ
る
意
義
を
苻
し 

て
ゐ
る
何
等
.が
の
‘、ゾV

ボ
>
に
ょ
つ
.て
敦
人
.に
.、分
有
さ
れ
5'
事
の
出
.來
た
.ー
つ
の
信
仰
を
宣
言
す
.る
事
で
あ
つ
た
ら 

し

$
:0
エ
ゾ
グ
\
ス
が
、
被

5:
:
'以
つ
.
9、.
：ー
八
0
土
.
¥に
於
い
七
©
.に
階
紙
關
爭
を
.
«被
せ
.る
.天
，才
ぐ

」

し

て

赏

讃

し
 

、

^.
る
^
拘
ら
ず
':、
.:
-サ

レ
*
シ
モ
ゾ
が
、
こ
0:
.著
に
於
い
て
ぬ
ら
礙
爲
せ
灸
職
級
-闘
顿
說
を
其
-の
^
/
^
し
て
笟
耍
祖
し 

'て
ゐ
な
い
の
もI

つ
化
彼
の
眞
意
が
ょ
り
大
な
る
も
の
に
あ
^-
た
事
の
根
^
に
な
る
ミ
&

‘ふ
。

今

>
常
時
の
思
想
.界
の
傾
^
?:
-
见
.5,
‘
^
、
サ
ン
.！
ゾ
モ
で
、

」

時
代
を
同
じ
ぅ
し
た
人
々
ば
|
命
の
不
可
避
的
破
壊
作 

.Jf
j

R
'l
'
づ
て
.蓝
起
3
れ
た
政
治
.
<信
.仰
の
錯
.亂
に
對
し
て
、
宗
敎
的
简
略
方
法
か
，哲
舉
的
简
略
方
法
か
、
或
は
十
八 

仳
紀
の
試
み
た
取
純
化
か
、

シ
，ャ
ト
ー
ブ
リ
-ァ
ン
の
俾
統
的
信
.仰
へ
の
復
歸
か
、
何
れ
か1

つ
を
選
定
し
や
ぅV 」

し 

^

.厨
つ
た
^

此
.の
：耍

求

ば.形
：式̂

於
.い
ン
し
、

又

表

规

に

於

S.

て
味

一
定
し
て
®

な
か
.つ
た
腺
ろ
げ
な
宗
敎
的
欲
求
心 

V
J形
成
し
て
©

6
、
不
信
心
者
A
身
す
ら
何
等
•か
'の
宗
敎
的
欲
求
.を
‘感
じ
て
居
，

0

た
位
で
あ
つ
れ
。
.シ
ャ
ト
I
プ
リ 

ァ
，̂
ば
1
，七
九
.七
年
、
,既
に
彼
，の
‘著

,|
苹
命
論
.

」

^
於
い
て「

.キ
‘ゾ
ス
ト
敎
は
^
^
.日
に
«

»
し
.て
&
る」

ミ
云
つ
て
ゐ
：
 

る
。
皮
は
尺
ぐ
キ
リ
ス

.‘ト
敎
：の
«'
资
? !」

.の
み
希
^
し
.て
房
.
.
0た
に
も
拘
ら
ず「

‘
！
宗
敎
が：

必
要
'.で
あ
る
、
3
も
な
い
ぐ

」 

ih
舍
は
滅
亡
す
る」

ぐ

」

®

S

て
®

0
,

た
。
サ
ゾ
.

シ
モ
ジ
の
感
動
.し
H勿
い
精
神
が
"か
、
る
祉
會
的
不
安
を
無
關
心
{<
:
 

過
す
箸
ば
な
.が
つ
た
。
，彼
.

は
信
仰

V
J
、g

性

v
j

の
.屮
r-
1
5戰
闘
の
中
^
突
入
し
、
科
學
R
於
い
て
何
等
か
.の
新
ら
しS

祭 

敎
的
熱
心
を
喚
起
す
5-
,題
同
、
社
會
的
宗
敎
、の
&
然
主
義
的
な
耍
素
を
發
見
し
や
V
フ
€
し
て
彼
の
全
生
涯
を
乙
の
硏

‘笫
二
士
®
 

(

八
七O

「

一
デ
ン1

4
1ゲ
伐
民
©
磷
翰
し
に
現
れ
た
る
.サ
シ
•
シ
乇
，
ソ

の

思

想
.,
第六.
號
ー
五
豇



辦
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十

二
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八

七

：
ニ

)

：
.

J

デ

ュ

ネ

ー
W

住
，
民
の
#

翰

：

」

に

現

れ

た

る

サ

.
ン
？
シ
モ
.
y
の
-
思

想

 

第

六

號

.

一

五

六

究
k
桊

献

し.た

の

で

あ

る.:0
®
に

、
彼

：
の

好

ん

で
«|
:
究
對
象
ヾ」

し
な
も
の
は
眾
^
無
淹
者
の
み
で
は
な
い
、
又
取
に
苻 

淹
者
の
，み
で
‘は
な
い
。
學
者
、
無
*
者
、
有
鹿
者
を
こ
め
て 

一‘■丸
ど

し

た全
人
類
、*
無
淹
者
，
有
庞
者
ズ
の
區
，別
が 

主
®
で
な
ぐ
、
©'
«
ぞ
«
、/

」

.の
*

別
が
緊
耍
攻
科
學
的
数
働
者
ビ
-し

て

の

全

人

類

、

见

に

換

言

す

れ

ば

，
、

社

#
的
#
 

俏
攸
な1,

切
の
勞
働
に
，從
事
ず
る
勞
働
者
ど
し
て
‘の
‘全
人
顧
で
あ
つ
た
。
而
し
て
へ
、
こ
の
全
人
類
に
ー
つ
の
新
ら
し
，
 

い
信
仰
t
與
へ
んV 」

す
る
，の
が
.
#の
職
貴
で
あ
つ
，.た
。
然
し
、思
ふ
に
、
^

^

>こ
の
'著
忙
於
て
は
サ
ン
•
シ
モ
ン
の 

宗

敎
AU
想
は

.恐

.ら

く

彼

，
：

m

A
ic
V
J
oて

も

何

等

具

體

的

氏

明

磁

：な

：
形

を

盤

へ

て

^

つ
.

ど̂

云

，

ふ
！！
：

で

は

な

，
か

つ

た

。 

@
多
伞
の
問
、宗
敎
は
料
擧
の
發
見
ビ
云
ふ
溴
然
だ
、る
言
葉
^
飜
_
さ
る
ベ
き
と
つ
の
政
治
1法
，則
に
す
ぎ
な
か
つ
た
。
 

4
/1,
て
其
の
問
己
.の
思
»
は
常
に
彼
の

，下
に
進
步
し
、
法
則
づ
_け
ら
れ
つ
、
彼
の
死

^

^
る
ま
で
彼
の
心
、#
の
^
、
 

彼
め
姐
ひ
を
桁
鐵
し
て
-
,來
.た
、の
で
あ
，る
。

‘ _ 

‘ 

、

-

,

M
axim

e  Lero
y.

は「

新
文..
明
の
：註.
解
者
.'た
る
、ミ
の
著
の
«
.梁
性
_を
、，ょ
く 
了
解
す
る

た
め
，に
ば」

他
の
部
分
ょ
6
も
.' 

.
寧
ろ「

一
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